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は
じ
め
に

　

源
信
の
『
往
生
要
集
』
の
編
纂
以
降
、
多
様
な
発
展
を
み
せ
た
浄
土
教
に
お

い
て
は
、
そ
の
思
想
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
た
浄
土
教
絵
画
が
数
多
く
制
作
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
に
代
表
さ
れ
る
来
迎
図
の
作
品

群
は
、
そ
の
尊
像
構
成
や
形
式
が
複
雑
に
分
化
し
、
広
く
当
時
の
社
会
に
浸
透

し
て
い
っ
た
。
京
都
東
山
禅
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
「
山
越
阿
弥
陀
図
」（
以
下
、

禅
林
寺
本
。
図
1
）
も
、そ
う
し
た
多
様
な
浄
土
信
仰
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
、

特
異
な
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。や
ま
と
絵
形
式
の
豊
か
な
山
水
景
を
舞
台
に
、

阿
弥
陀
三
尊
、
四
天
王
、
持
幡
童
子
の
各
尊
像
を
描
く
。
静
寂
の
中
に
佇
む
尊

像
た
ち
は
、
動
き
を
も
っ
て
往
生
者
を
迎
え
ん
と
す
る
来
迎
図
の
類
と
は
異

な
っ
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
禅
林
寺
本
は
、
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
山
越
阿
弥
陀
図

の
中
で
も
最
古
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
禅
林
寺
に

伝
来
し
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
制
作
年
代
・

制
作
者
・
制
作
場
所
、
来
歴
な
ど
の
詳
細
は
ほ
ぼ
不
明
で
あ
る
。
そ
の
尊
像
構

成
、
表
現
に
類
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
伝
来
の
曖
昧
さ
な
ど
か
ら
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
考
察
が
な
さ
れ
た
も
の
の（

（
（

、
そ
の
制
作
背
景
が

明
示
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
禅
林
寺
本
の
表
現
に
再
度

注
目
し
、
そ
の
制
作
年
代
や
当
時
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
、
概　

要

　
　
　
（
一
）
作
品
概
要
と
名
称
に
つ
い
て

　

禅
林
寺
本
は
、
絹
本
著
色
、
縦
一
三
八
・
〇
、
横
一
一
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。
三
副
を
継
い
で
一
鋪
と
な
す
絵
絹
を
用
い
る
。
水
面
を
背
景
と
し
、
画

面
の
大
部
分
を
占
め
る
山
岳
景
の
向
こ
う
に
、
転
法
輪
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
如
来

を
描
く
。
山
よ
り
こ
ち
ら
側
に
は
、
観
音
・
勢
至
菩
薩
が
雲
に
乗
っ
て
飛
来
し
、

四
天
王
、
持
幡
童
子
は
岩
場
に
静
か
に
佇
む
。
画
面
向
か
っ
て
左
上
に
は
阿
字

月
輪
が
描
か
れ
、
密
教
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

伝
来
す
る
禅
林
寺
は
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
空
海
の
弟
子
真
紹
（
七
九
七
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―
八
七
三
）
が
東
山
に
あ
っ
た
藤
原
関
雄
邸
を
買
い
取
り
、
五
仏
を
安
置
す
る

堂
宇
と
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る（

（
（

。当
初
は
真
言
密
教
の
寺
院
で
あ
っ
た
が
、

永
観
、
静
遍
、
浄
音
な
ど
の
念
仏
行
者
が
住
し
、
後
に
浄
土
宗
西
山
派
に
改
宗

し
た
。
禅
林
寺
本
や
當
麻
曼
荼
羅
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
寺
宝
が
伝
来
す
る

が
、
火
災
や
応
仁
の
乱
に
よ
る
破
壊
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
寺
宝
の
伝

来
に
関
す
る
詳
細
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
禅
林
寺
本
に
つ
い
て
も
、
当
初
よ

り
禅
林
寺
に
て
制
作
さ
れ
た
の
か
、
他
の
寺
院
な
ど
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
か

は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
と
い
う
名
称
は
、
大
乗
院
尋
尊
（
一
四
三
〇

―
一
五
〇
八
）
に
よ
る
「
本
尊
目
六
（
（
（

」
の
「
山
越
来
迎
阿
弥
陀
三
尊
」
と
い
う

記
述
が
最
も
早
い
よ
う
で
、
こ
れ
は
十
五
世
紀
末
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
山
越
」
を
「
や
ま
ご
し
」
と
読
む
か
、「
や
ま
ご
え
」
と
読

む
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
読
み
方
の
問
題
は
、
阿
弥
陀
が
山
を
越
え
て
く
る

か
否
か
と
い
う
本
質
的
な
疑
問
に
関
わ
り
、
研
究
者
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ

て
き
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
近
世
の
史
料
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
禅
林
寺
に
所
蔵
さ
れ

る
『
禅
林
寺
蔵
中
画
鋪
並
ニ
具
度
目
録
（
（
（

』
と
い
う
、
禅
林
寺
が
所
蔵
す
る
画
像

及
び
法
器
の
目
録
を
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
禅
林
寺
本
「
山
越

阿
弥
陀
図
」
の
「
山
越
」
の
部
分
に
「
ゴ
シ
ノ
」
と
い
う
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
史
料
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
、

禅
林
寺
本
の
制
作
時
期
よ
り
は
か
な
り
隔
た
り
が
あ
る
も
の
の
、
禅
林
寺
に
お

い
て
江
戸
時
代
の
段
階
で
「
や
ま
ご
し
の
」
阿
弥
陀
図
と
し
て
呼
称
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
重
要
な
史
料
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
禅
林
寺
本
は
、「
や
ま

ご
し
」
に
阿
弥
陀
如
来
が
示
現
し
た
図
で
あ
り
、
阿
弥
陀
に
限
っ
て
は
山
を
越

え
る
と
い
う
運
動
性
は
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
の
名
称
を
持
つ
作
品
は
、
筆
者
が
確
認
す
る
だ
け

で
も
十
数
点
現
存
す
る
が
、
そ
の
図
様
は
山
の
向
こ
う
に
阿
弥
陀
が
示
現
す
る

こ
と
以
外
は
一
様
で
は
な
い
。
尊
像
の
構
成
と
し
て
は
、阿
弥
陀
独
尊
の
も
の
、

観
音
・
勢
至
菩
薩
を
加
え
阿
弥
陀
三
尊
で
表
す
も
の
、
阿
弥
陀
三
尊
に
独
自
の

図1　山越阿弥陀図　京都・禅林寺蔵
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尊
像
を
加
え
た
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
ま
た
、
観
音
・
勢
至
が
山
よ
り
こ
ち

ら
側
に
飛
来
し
て
い
る
か
否
か
は
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
阿
弥
陀
が
山
を

越
え
て
い
る
作
例
は
一
つ
も
確
認
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
阿
弥
陀
は
山
を
越
え
な

い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
（
二
）
研
究
史

　

禅
林
寺
本
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、
そ
の
思
想
的
背
景
や
制
作
主
体
を
中
心

と
し
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
最
も
早
い
禅
林
寺
本
の
解
説
は
『
日
本
国
宝

全
集
（
（
（

』
で
あ
り
、そ
の
後
一
九
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
豊
岡
益
人
氏
、

大
串
純
夫
氏
ら
に
よ
っ
て
本
格
的
な
考
察
が
行
わ
れ
た
。
豊
岡
氏
は
、『
観
無

量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
日
想
観
を
も
と
に
、
西
に
傾
く
夕
日
を
描
い
た
も
の
と

考
え
、
四
天
王
や
童
子
、
阿
字
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
に
相
次
い
で
編
纂
さ

れ
た
往
生
伝
の
記
述
を
参
照
し
て
説
明
し
た（

（
（

。
こ
れ
に
対
し
大
串
氏
は
、
禅
林

寺
本
が
源
信
の
思
想
や
比
叡
山
の
満
月
を
画
因
と
し
、
阿
弥
陀
を
月
と
重
ね
る

イ
メ
ー
ジ
が
、
比
叡
山
の
二
十
五
三
昧
会
を
代
表
と
す
る
念
仏
信
徒
や
平
安
貴

族
に
も
深
く
根
付
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

。

　

そ
う
し
た
初
期
禅
林
寺
本
研
究
史
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
た
の
は
中
野
玄
三

氏
で
あ
る（

（
（

。
中
野
氏
は
禅
林
寺
本
の
尊
像
が
曼
荼
羅
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
画
面
左
上
に
阿
字
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
思
想
的
な
背
景
に

興
教
大
師
覚
鑁
（
一
〇
九
五
―
一
一
四
三
）
が
あ
る
と
し
た
。
覚
鑁
は
後
に
新

義
真
言
宗
の
派
祖
と
呼
ば
れ
、
浄
土
教
を
真
言
密
教
に
取
り
入
れ
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
彼
の
著
作
は
多
く
現
存
す
る
が
、
例
え
ば
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』

で
は
、
大
日
と
阿
弥
陀
は
同
体
で
あ
る
と
考
え（

（
（

、『
密
厳
浄
土
略
観
』
に
お
い

て
は
、
極
楽
浄
土
は
密
厳
浄
土
と
呼
ば
れ
る
、
穢
土
に
現
れ
る
観
念
の
う
ち
の

浄
土
と
同
じ
で
あ
る
と
し
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
覚
鑁
は
阿
字
観
に
関
し
て
も
数
多
く

の
著
述
を
残
し
て
お
り
、
末
法
の
世
に
阿
字
を
さ
ら
に
理
解
し
や
す
く
す
る
た

め
、
視
覚
的
に
阿
弥
陀
の
来
迎
を
描
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
と
す
る
。
一
方
、

画
風
の
特
徴
か
ら
、
実
際
に
禅
林
寺
本
制
作
に
関
与
し
た
の
は
覚
鑁
の
思
想
を

継
承
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
静
遍
（
一
一
六
六
―
一
二
二
四
）
で
あ
る
と
比

定
し
た
。
静
遍
は
、
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
で
真
言
密
教
を
学
び
、
高
野
山
の
明
遍
、

笠
置
寺
の
貞
慶
に
師
事
し
た
が
、
法
然
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
読
ん
だ
こ

と
で
、
法
然
に
私
淑
し
専
修
念
仏
に
傾
倒
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
静
遍
は
、
後

高
倉
院
の
院
宣
が
下
さ
れ
た
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
か
ら
、
貞
応
三
年
（
一

二
二
四
）
に
高
野
山
の
蓮
華
谷
の
往
生
院
で
遷
化
す
る
ま
で
の
三
年
間
禅
林
寺

に
止
宿
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
中
野
氏
は
こ
の
静
遍
を
禅
林
寺
本
の
制
作
主

体
と
考
え
、
静
遍
の
臨
終
仏
で
あ
っ
た
と
し
た（

（1
（

。

　

以
後
こ
の
中
野
氏
の
説
が
禅
林
寺
本
の
定
説
と
な
り
、
多
く
の
作
品
解
説
に

お
い
て
も
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
こ
れ
と

は
異
な
る
意
見
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
北
澤
菜
月
氏
は
、
禅

林
寺
本
の
阿
弥
陀
は
、来
迎
で
は
な
く
浄
土
の
姿
を
そ
の
ま
ま
此
岸
に
現
し
た
、

つ
ま
り
垂
迹
し
た
も
の
と
考
え
る（

（1
（

。
さ
ら
に
阿
字
を
阿
弥
陀
の
本
地
、
四
天
王

や
持
幡
童
子
が
此
岸
を
守
護
す
る
「
神
」
と
捉
え
る
こ
と
で
一
種
の
垂
迹
画
と
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し
て
解
釈
す
る
。
ま
た
、
髙
間
由
香
里
氏
は
、
静
遍
が
あ
く
ま
で
口
称
念
仏
を

正
定
業
に
据
え
て
い
た
点
や
、
静
遍
が
禅
林
寺
に
止
宿
し
た
期
間
の
短
さ
な
ど

か
ら
、
覚
鑁
流
の
念
仏
が
根
底
に
あ
り
つ
つ
も
専
修
念
仏
へ
の
傾
倒
を
見
せ
た

頼
瑜
（
一
二
二
六
―
一
三
〇
四
）
の
臨
終
仏
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る（

（1
（

。
こ

れ
に
加
え
、
鈴
木
雅
子
氏
や
辻
本
臣
哉
氏
ら
か
ら
、
新
た
な
角
度
で
の
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
中
野
氏
の
静
遍
を
制
作
主
体
と
す
る
説
が
現

在
も
主
流
で
あ
る
も
の
の
、
制
作
当
時
の
状
況
や
制
作
年
代
に
検
討
の
余
地
が

あ
る
。
特
に
静
遍
の
関
与
を
考
え
る
な
ら
ば
、
作
品
の
表
現
か
ら
も
精
査
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
尊
像
ご
と
の
表
現
に
つ
い
て
詳
し
く

検
討
し
、
そ
の
制
作
年
代
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二
、
表
現
と
技
法

　
　
　
（
一
）
阿
弥
陀
如
来

　

阿
弥
陀
如
来
は
、
両
手
の
第
一
指
と
第
二
指
を
捻
じ
る
転
法
輪
印
を
結
び
、

峰
の
間
か
ら
上
半
身
の
み
を
現
す
（
図
2
）。
肉
身
線
は
朱
線
、
肉
身
は
金
泥

で
表
さ
れ
る
。
面
相
は
や
や
面
長
で
、
眉
が
き
つ
い
山
型
で
表
現
さ
れ
る
。
目

は
上
瞼
を
墨
線
、
下
瞼
を
朱
線
で
引
き
、
目
頭
と
目
尻
は
群
青
で
ぼ
か
し
を
入

れ
る
。
瞳
は
中
心
に
墨
を
点
じ
、
そ
の
周
囲
を
茶
色
、
墨
線
の
順
番
で
囲
む
。

目
尻
が
上
が
り
、
眉
と
の
印
象
と
も
相
ま
っ
て
顔
全
体
か
ら
少
々
厳
し
い
印
象

を
受
け
る
。
目
頭
に
は
眼
窩
を
表
す
弧
線
が
朱
で
引
か
れ
る
。
鼻
は
、
朱
線
で

小
鼻
と
と
も
に
二
本
の
鼻
梁
線
が
描
か
れ
、
人
中
は
ハ
の
字
で
表
さ
れ
る
。
唇

は
濃
朱
で
輪
郭
を
と
っ
た
上
で
、
朱
の
濃
淡
で
隈
取
が
な
さ
れ
、
合
わ
せ
目
は

墨
線
を
引
き
、
上
唇
の
形
を
別
に
雁
金
型
で
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
応
徳

涅
槃
図
な
ど
の
平
安
仏
画
に
同
じ
表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
か
ら

続
く
仏
画
表
現
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
髪
際
、
髭
鬚
、
眉

に
は
緑
青
を
引
い
た
跡
が
残
り
、
鼻
梁
線
を
描
く
こ
と
と
合
わ
せ
て
宋
画
の
影

響
が
想
定
さ
れ
る
。

　

頭
髪
に
お
い
て
は
、
肉
髻
の
盛
り
上
が
り
が
小
さ
く
地
髪
の
境
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
髪
際
が
穏
や
か
な
波
形
で
表
さ
れ
、
肉
髻
珠
は
朱
が
置
か
れ
る
が
、
中

心
部
分
が
剥
落
し
て
い
る
。

　

顔
貌
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
白
毫
の
部
分
の
絵
絹
自
体
が
き
れ
い
な
円

形
に
切
り
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
切
り
取
っ
た
絹
の
端
を
避
け
て
彩

色
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
に
絹
を
切
り
取
っ
た
上
で
彩
色
し
た
と
考
え
ら

れ
、
当
初
か
ら
特

別
な
意
図
を
持
っ

て
制
作
さ
れ
た
こ

と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
点
に
関

し
て
は
後
の
章
で

触
れ
た
い
。

　

着
衣
と
し
て

図2　�阿弥陀如来像　山越阿弥陀図　
禅林寺蔵
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禅
林
寺
蔵
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
研
究

は
、
僧
衹
支
（
（1
（

を
つ
け
袈
裟
を
偏
胆
右
肩
に
纏
う
。
輪
郭
線
や
衣
文
線
は
墨
線
で

表
し
、
衣
文
線
は
肥
痩
を
伴
っ
て
い
る
。
文
様
は
、
袈
裟
田
相
部
は
白
地
に
白

線
で
三
角
繋
文
、
条
部
は
茶
地
に
金
泥
で
唐
草
文
、
袈
裟
の
裏
地
は
茶
地
無
紋

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
僧
衹
支
は
緑
青
に
金
泥
で
麻
葉
繋
文
が
描
か
れ
、
縁

部
分
は
茶
地
に
無
紋
で
あ
る
。
部
分
に
よ
っ
て
文
様
を
使
い
分
け
て
お
り
、
後

述
す
る
観
音
・
勢
至
菩
薩
と
同
様
、
非
常
に
細
や
か
な
気
配
り
を
も
っ
て
制
作

さ
れ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
対
し
て
、
袈
裟
を
ま
と
め
る
左
胸
の
吊
環
は
墨

線
に
金
泥
が
塗
ら
れ
る
が
、環
の
表
現
や
環
を
通
る
袈
裟
の
立
体
感
が
乏
し
い
。

ま
た
腹
前
に
は
、
白
と
黒
の
層
状
に
重
な
っ
た
不
自
然
な
半
円
型
の
意
匠
が
描

か
れ
る
。
こ
れ
は
僧
衹
支
の
一
部
や
裳
の
上
端
と
も
考
え
ら
れ
る
が
判
然
と
し

な
い
。
類
例
と
し
て
は
、
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
作
と
思
わ
れ

る
京
都
・
三
室
戸
寺
蔵
「
童
子
経
曼
荼
羅
」
の
画
面
上
部
に
描
か
れ
る
如
来
形

の
他
、
建
武
年
間
（
一
三
三
四
～
一
三
三
八
）
前
後
頃
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
「
水
月
観
音
像
」
の
腹
前
の
意
匠
が
近
似
し
て
い
る
（
図

3
）。
ま
た
、
十
四
世
紀
の
高
麗
制
作
の
根
津
美
術
館
蔵
「
阿
弥
陀
三
尊
像
」

の
よ
う
に
、
高
麗
仏
画
の
類
に
は
、
僧
衹
支
の
下
に
、
更
に
華
や
か
な
装
飾
が

施
さ
れ
た
内
衣
を
着
け
、
そ
れ
に
裳
の
上
端
と
思
わ
れ
る
部
分
が
重
な
っ
て
い

る
表
現
が
み
ら
れ
る
（
図
4
）。
禅
林
寺
本
に
つ
い
て
も
、
こ
の
層
状
に
重
な

る
内
衣
と
裳
を
正
し
く
理
解
せ
ず
に
描
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
こ
の
部
分
は
、
光
明
寺
蔵
「
四
十
九
化
仏
阿
弥
陀
聖
衆

来
迎
図
」
に
も
類
似
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
。
光
明
寺
本
に
つ
い
て
は
、
阿
弥

陀
の
耳
朶
の
穴
に

不
自
然
な
斜
線
が

入
っ
て
い
る
点

や
、
観
音
・
勢
至

菩
薩
の
宝
冠
な
ど

も
類
似
性
が
あ

り
、
制
作
過
程
で

何
ら
か
の
関
係

あ
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

光
背
は
頭
光
の

み
で
身
光
は
描
か

れ
な
い
。
他
の
尊

像
と
は
異
な
り
、

光
背
に
墨
に
よ
る
輪
郭
線
を
用
い
ず
、
背
景
か
ら
ぼ
ん
や
り
浮
か
び
上
が
る
よ

う
に
鈍
く
白
く
光
る
。
円
の
外
縁
部
分
に
は
ぼ
か
し
が
施
さ
れ
、
全
体
に
雲
母

が
刷
か
れ
て
い
る
こ
と
が
泉
武
夫
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
泉
氏
に
よ
れ

ば
、
雲
母
の
使
用
は
京
都
・
興
聖
寺
蔵
の
「
兜
率
天
曼
荼
羅
図
」
の
宝
池
な
ど

に
確
認
で
き
、
銀
表
現
の
代
用
と
し
て
光
背
や
月
輪
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
例
が

多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
文
献
史
料
に
お
い
て
も
、
頼
喩
撰
述
の
『
真
俗
雑
記
答

抄
』
巻
十
三
第
五
三
項
「
頗
胝
迦
事
」
で
は
、
仏
教
の
世
界
観
に
お
け
る
日
月

図3　�水月観音像　部分　�
奈良国立博物館蔵

図4　�阿弥陀三尊像　部分　�
根津美術館蔵
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
一
号

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

五
十
三　

頗
胝
迦
事

日
輪
下
ハ
胝
迦
宝
文
或
云
。
頗
胝
迦
ハ
雲
母
ニ
似
テ
〔
云
々
〕
キ
ラ
ノ
ヤ

ウ
成
歟
（
（1
（

。

こ
こ
で
は
、
日
輪
の
下
面
す
な
わ
ち
現
世
に
向
け
ら
れ
た
日
輪
の
面
が
、
頗
胝

迦
宝
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
史
料
の
「
日
輪
」
は
「
月
輪
」
の
誤
記
と
の
注
釈

が
な
さ
れ
て
お
り
、
も
と
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
唐
円
輝
撰
『
倶
舎
論
頌
疏
』

に
は
、「
日
輪
下
面
。
頗
胝
迦
寶
。
火
珠
所
成
。
能
熱
能
照
。
月
輪
下
面
。
頗

胝
迦
寶
。
水
珠
所
成
。
能
冷
能
照
（
（1
（

。」
と
あ
る
。「
頗
胝
迦
宝
」
と
は
、
頗
梨
と

同
義
で
あ
り
、
七
宝
の
一
つ
で
あ
る
水
晶
を
指
し
（
（2
（

、
こ
れ
ら
二
つ
の
史
料
を
総

合
す
れ
ば
、
月
輪
の
冷
た
い
光
を
表
現
す
る
の
に
雲
母
を
用
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）、
栄
海
（
一
二
七
八
―
一

三
四
七
）
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
『
真
言
伝
』
巻
七
、
蓮
蔵
房
の
伝
記
で
は
、

暮
年
ノ
後
、
夢
ニ
高
僧
告
テ
云
。
汝
往
生
ニ
オ
キ
テ
疑
ヲ
生
マ
レ
ベ
カ
ラ

ザ
ル
ト
テ
。
月
輪
ヲ
授
テ
云
。
是
ヲ
以
テ
決
定
往
生
ノ
指
南
ト
ス
ベ
シ
ト
。

夢
サ
メ
テ
後
壇
上
ニ
現
在
セ
リ
。
其
形
鏡
ニ
以
テ
鏡
ニ
ア
ラ
ズ
。
内
外
映

徹
シ
テ
雲
母
ニ
似
タ
リ
。
其
後
臨
終
正
念
ニ
シ
テ
入
滅
ス
（
（2
（

。

夢
に
高
僧
が
現
れ
、
蓮
蔵
房
の
往
生
を
予
言
し
月
輪
を
授
け
た
。
夢
か
ら
覚
め

る
と
月
輪
が
壇
上
に
あ
り
、
そ
れ
は
鏡
の
よ
う
で
鏡
で
は
な
く
、
内
外
が
映
り

通
っ
て
光
り
輝
き
、
雲
母
に
似
て
い
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
雲
母
の
使
用
は
、
月
輪
と
の
親
和
性
が
高
く
、
禅
林
寺
本
の
阿
弥

陀
の
光
背
に
つ
い
て
も
月
輪
を
意
識
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
禅
林
寺
本

の
阿
弥
陀
を
山
の
端
に
か
か
る
月
を
表
現
し
た
と
す
る
意
見
は
大
串
純
夫
氏
や

山
折
哲
雄
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
お
り（

（2
（

、
和
歌
な
ど
の
類
に
も
西
の
月
を
阿

弥
陀
に
見
立
て
、
極
楽
浄
土
往
生
を
願
う
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
イ
メ
ー

ジ
は
当
時
の
貴
族
社
会
で
も
浸
透
し
て
い
た
。
そ
し
て
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ

た
各
往
生
伝
に
お
い
て
も
、
月
と
往
生
が
結
び
つ
く
例
が
散
見
さ
れ
る
。
い
く

つ
か
例
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、慶
滋
保
胤
撰
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
で
は
、

延
暦
寺
の
僧
明
靖
が
西
方
の
月
の
光
を
観
じ
、
こ
れ
が
「
弥
陀
引
接
の
相
」
で

あ
る
と
語
る
（
（2
（

。
十
二
世
紀
初
頭
大
江
匡
房
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
続

本
朝
往
生
伝
』
延
慶
伝
で
は
、
枕
辺
の
屏
風
に
月
輪
を
描
い
て
安
置
し
、
臨
終

の
前
日
に
は
月
輪
の
よ
う
な
光
が
現
じ
た（

（2
（

。鎌
倉
時
代
以
降
の
撰
述
で
あ
る『
撰

集
抄
』
巻
四
藩
円
聖
人
伝
で
は
、
庵
に
懸
け
た
月
輪
か
ら
香
の
煙
が
た
な
び

き
（
（2
（

、『
真
言
伝
』
巻
六
行
円
伝
に
お
い
て
は
、
臨
終
の
際
室
内
に
月
輪
が
現
れ

往
生
を
遂
げ
て
い
る（

（2
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
往
生
伝
や
そ
れ
に
類
す
る
往
生
を
記

し
た
史
料
を
概
観
す
る
と
、
月
輪
の
現
れ
る
奇
瑞
が
往
生
の
兆
候
と
さ
れ
る
こ

と
が
複
数
み
ら
れ
、
月
が
往
生
の
一
要
素
と
し
て
広
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
し
て
禅
林
寺
本
の
阿
弥
陀
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
月
の
イ
メ
ー
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禅
林
寺
蔵
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
研
究

ジ
が
雲
母
の
使
用
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
、
往
生
を
予
見
さ
せ
る
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
（
二
）
観
音
・
勢
至
菩
薩

　

観
音
・
勢
至
菩
薩
は
い
ず
れ
も
腰
を
屈
め
る
立
像
形
式
を
と
る
（
図
5
、6
）。

向
か
っ
て
右
側
の
観
音
菩
薩
は
蓮
台
を
捧
持
し
、
左
側
の
勢
至
菩
薩
は
合
掌
す

る
。
両
菩
薩
が
立
像
形
式
を
と
る
も
の
と
し
て
は
、
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世

紀
前
半
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
清
凉
寺
蔵
「
迎
接
曼
荼
羅
図
」
が

早
く
、
十
二
世
紀
制
作
の
中
尊
寺
蔵
金
字
経
の
う
ち
、
大
般
若
経
巻
三
一
七
見

返
絵
で
は
、
阿
弥
陀
と
飛
来
す
る
四
菩
薩
が
立
像
形
式
で
描
か
れ
る（

（2
（

。
小
童
寺

蔵
「
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
」
な
ど
、
皆
金
色
の
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
を
描
く
も
の

に
二
菩
薩
立
像
の
形
式
が
多
い
こ
と
か
ら
、
十
三
世
紀
後
半
以
降
の
来
迎
図
で

一
般
化
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

表
現
と
し
て
は
阿
弥
陀
と
同
じ
く
、
肉
身
は
金
泥
、
肉
身
線
は
朱
線
で
表
さ

れ
る
。
面
貌
に
つ
い
て
も
阿
弥
陀
と
同
様
で
あ
り
、
髪
際
や
眉
に
緑
青
を
沿
わ

せ
る
点
や
、
眼
の
表
現
に
お
い
て
類
似
が
み
ら
れ
る
が
、
人
中
が
U
字
型
で

表
さ
れ
て
い
る
の
は
古
様
を
示
す
。
ま
た
、
白
毫
は
朱
線
で
円
形
を
描
き
白
で

塗
る
。
髪
の
毛
は
か
な
り
剥
落
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
全
体
に
群
青
が
塗
ら
れ

て
い
た
跡
が
残
り
、
肩
に
か
か
る
後
ろ
髪
が
臂
釧
ま
で
届
く
。

　

次
に
着
衣
は
、
上
半
身
に
は
条
帛
を
つ
け
、
金
泥
で
縁
と
中
心
線
を
描
き
内

部
を
透
か
せ
た
天
衣
を
掛
け
る
。
下
半
身
に
は
上
裳
、
下
裳
の
二
種
類
の
裳
を

つ
け
、
そ
の
上
に
腰
布
を
巻
く
。
因
み
に
、
腰
布
に
か
か
る
裳
の
上
部
折
り
返

し
部
分
は
、
両
足
の
甲
に
掛
か
る
下
裳
の
裏
地
部
分
と
同
様
の
彩
色
・
文
様
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
折
り
返
し
部
分
は
下
裳
の
裏
地
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
文

様
は
剥
落
が
著
し
く
不
明
で
あ
る
が
、
上
裳
は
雷
文
、
下
縁
は
勢
至
の
み
唐
草

文
を
描
く
。
下
裳
は
両
菩
薩
と
も
金
泥
で
団
花
文
を
散
ら
し
、
観
音
は
そ
の
周

囲
を
朱
の
麻
葉
繋
文
で
、
勢
至
は
白
で
斜
め
格
子
文
と
菱
形
、
二
重
円
を
組
み

合
わ
せ
た
文
様
を
描
く
。

　

装
身
具
と
し
て

は
宝
冠
を
被
り
臂

釧
、
腕
釧
、
胸
飾

を
つ
け
る
が
、
い

ず
れ
も
金
泥
に
墨

線
で
描
か
れ
る
。

宝
冠
は
花
を
盛
り

上
げ
た
形
で
、
観

音
は
化
仏
、
勢
至

は
水
瓶
を
そ
れ
ぞ

れ
配
す
る
。
宝
冠

の
先
端
は
曲
面
を

描
い
て
後
方
に
伸

び
宝
珠
を
置
く
。

図6　�勢至菩薩　山越阿弥陀図　
禅林寺蔵

図5　�観音菩薩　山越阿弥陀図　
禅林寺蔵
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類
例
は
、
奈
良
・
法
華
寺
蔵
「
阿
弥
陀
三
尊
及
び
童
子
像
」
の
観
音
・
勢
至
菩

薩
の
宝
冠
に
み
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
み
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
宝
冠
の
側
面
に
は
白
に
墨
線
で
冠
繪
が
描
か
れ
、
腰
付
近
ま
で

延
び
る
と
と
も
に
、
金
泥
で
描
か
れ
た
瓔
珞
が
垂
れ
る
。
臂
釧
に
は
中
央
の
円

形
の
装
飾
部
分
か
ら
白
群
と
白
緑
二
色
の
リ
ボ
ン
が
延
び
、
腕
の
裏
で
結
ば
れ

て
い
る
。
胸
飾
か
ら
も
白
群
や
白
緑
、
白
で
彩
ら
れ
た
玉
を
連
ね
た
瓔
珞
が
足

元
ま
で
垂
れ
る
。

　

光
背
は
阿
弥
陀
と
同
じ
く
頭
光
の
み
で
、
外
縁
部
の
ぼ
か
し
は
な
く
全
体
に

薄
く
群
青
を
刷
く
。
観
音
の
左
肩
付
近
の
光
背
の
輪
郭
部
分
に
金
泥
が
残
っ
て

お
り
、
全
体
が
金
泥
で
縁
取
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

両
菩
薩
が
足
を
置
く
踏
み
割
り
蓮
華
座
は
、
蓮
肉
部
分
に
地
の
朱
の
具
が
み

ら
れ
、
花
弁
に
は
微
量
な
が
ら
緑
青
が
残
る
が
当
初
の
状
態
は
不
明
で
あ
る
。

飛
雲
は
白
地
に
墨
で
輪
郭
線
を
描
き
、所
々
に
茶
褐
色
の
ぼ
か
し
が
施
さ
れ
る
。

　

観
音
菩
薩
が
捧
持
す
る
蓮
台
に
つ
い
て
は
、
装
身
具
と
同
じ
く
金
泥
に
墨
で

輪
郭
を
描
く
。
框
や
敷
茄
子
は
な
く
、
底
の
部
分
か
ら
金
泥
で
描
か
れ
た
瓔
珞

が
垂
れ
る
。

　

以
上
、
観
音
・
勢
至
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
衣
に
よ
っ
て
異
な
る
非
常
に
繊
細

な
文
様
表
現
や
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
勢
至
菩
薩

の
上
裳
に
つ
い
て
は
、
腰
布
か
ら
垂
れ
る
紐
や
瓔
珞
を
境
に
雷
文
が
下
縁
部
に

か
か
り
、
さ
ら
に
は
紐
の
結
び
目
が
唐
突
に
上
裳
の
上
に
表
れ
る
な
ど
不
自
然

な
表
現
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
両
菩
薩
の
足
の
表
現
に
つ
い
て
も
、
指
の

長
さ
が
全
て
均
一
で
平
面
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
、
絵
師
の
理
解
不

足
や
写
し
崩
れ
と
み
ら
れ
る
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
（
三
）
四
天
王

　

四
天
王
は
画
面
下
部
、
左
右
に
二
体
ず
つ
、
邪
鬼
は
踏
ま
ず
直
接
地
に
足
を

つ
け
立
つ
（
図
7
）。
持
物
と
肉
身
色
か
ら
、
向
か
っ
て
左
よ
り
、
筆
と
巻
子

を
持
つ
広
目
天
、
左
手
で
剣
を
持
ち
そ
れ
を
右
手
で
受
け
る
増
長
天
、
右
手
で

剣
を
担
ぎ
左
手
で
三
鈷
杵
を
持
つ
持
国
天
、
右
手
で
三
叉
戟
、
左
手
で
宝
塔
を

持
つ
多
聞
天
で
あ
る
と
わ
か
る
。
体
躯
は
量
感
に
富
み
、
正
面
を
向
く
広
目
天

以
外
は
、画
面
中
央
付
近
を
見
つ
め
て
い
る
。
瞋
目
相
で
目
尻
が
つ
り
上
が
り
、

口
を
固
く
結
ぶ
。
い
ず
れ
も
宝
髻
を
結
い
宝
冠
を
被
り
、
冠
側
面
か
ら
延
び
る

冠
繒
が
風
に
翻
る
。
胸
甲
、
肩
当
を
つ
け
首
に
は
領
巾
を
巻
く
が
、
増
長
天
の

み
青
い
ス
カ
ー
フ
状
の
布
を
巻
い
て
い
る
。
袖
は
広
袖
で
鰭
袖
を
つ
け
、
腕
に

は
籠
手
を
つ
け
る
。
腰
に
は
腰
甲
、
前
楯
を
つ
け
、
赤
い
腰
帯
と
そ
れ
ぞ
れ
意

匠
の
異
な
る
留
め
具
で
留
め
る
。
肩
に
は
表
が
緑
青
地
、
裏
が
白
の
天
衣
を
か

け
、
腰
帯
を
通
し
端
を
地
面
に
垂
ら
す
。
下
半
身
に
は
裳
を
つ
け
袴
を
着
用
し

沓
を
履
く
。
脛
当
を
つ
け
る
が
、
多
く
の
四
天
王
が
袴
の
裾
を
脛
当
に
し
ま
う

の
に
対
し
、
禅
林
寺
本
は
裾
を
外
に
出
し
赤
い
リ
ボ
ン
で
留
め
る
。

　

肉
身
は
全
て
墨
線
で
引
か
れ
、
肉
身
は
彩
色
に
よ
る
が
、
髪
や
眉
の
毛
筋
を

金
泥
で
表
現
す
る
。
た
だ
し
、
広
目
天
は
、
肉
身
線
に
朱
線
が
引
き
重
ね
ら
れ
、

頭
髪
に
金
泥
は
用
い
ら
れ
な
い
。
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天
冠
や
甲
冑
の

金
具
部
分
は
金
泥

の
使
用
が
認
め
ら

れ
る
が
、
黄
土
地

を
塗
っ
た
上
で
金

泥
線
を
引
い
て
い

る
。
肉
身
部
や
輪

郭
な
ど
に
金
泥
を

ふ
ん
だ
ん
に
用
い

る
阿
弥
陀
三
尊
と

は
異
な
り
、
意
識

的
に
金
の
使
用
を

抑
え
た
表
現
で
あ

る
。ま
た
光
背
は
、

天
部
に
よ
く
見
ら

れ
る
火
焔
光
背
で

は
な
く
、
観
音
・
勢
至
と
同
じ
く
シ
ン
プ
ル
な
円
光
で
表
さ
れ
る
。
輪
郭
は
墨

線
で
広
目
天
と
持
国
天
は
緑
青
、
増
長
天
と
多
聞
天
は
群
青
を
刷
き
、
縁
に
暈

取
り
が
施
さ
れ
る
。

　

禅
林
寺
本
の
四
天
王
の
形
制
を
示
す
儀
軌
に
つ
い
て
は
、
広
目
天
が
筆
と
巻

子
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
金
剛
智
訳
『
般
若
守
護
十
六
善
神
王
形
体
（
（2
（

』
が
挙
げ
ら

れ
る
も
の
の
、
増
長
天
や
持
国
天
は
持
物
が
異
な
り
、
完
全
に
一
致
す
る
典
拠

や
作
例
は
見
出
せ
な
い
。尊
像
ご
と
に
類
す
る
図
様
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

増
長
天
と
同
様
の
形
式
で
宝
剣
を
持
つ
例
は
、
白
描
図
像
の
他
鎌
倉
時
代
の
仏

画
に
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
白
描
図
像
で
は
、
長
寛
三
年
（
一
一
六
五
）
写

の
実
任
本
「
十
六
善
神
図
像
」
の
西
方
天
に
見
出
せ
、
仏
画
で
は
十
二
世
紀
の

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
「
普
賢
延
命
菩
薩
像
」
や
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
制
作

と
さ
れ
る
同
館
蔵
「
四
天
王
像
」
の
増
長
天
等
に
確
認
で
き
る（

（3
（

。

　

持
国
天
の
剣
を
肩
に
担
ぐ
よ
う
な
形
制
を
と
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
類
例
が
み

ら
れ
な
い
。
辛
う
じ
て
仁
和
三
年
（
一
一
六
八
）
制
作
の
京
都
・
仁
和
寺
蔵
「
薬

師
十
二
神
将
図
像（

（3
（

」
の
「
子
神
」
の
剣
の
持
ち
方
が
近
い
（
図
8
）。
ま
た
、

腰
帯
の
立
方
体
の
装
飾
は
同
図
像
の
う
ち
「
丑
神
」（
図
9
）
と
意
匠
が
近
似

し
て
い
る
。
こ
の
仁
和
寺
の
図
像
は
「
申
神
」
か
ら
始
ま
る
十
二
神
将
像
の
傍

書
か
ら
、
絵
師
巨
勢
金
岡
筆
の
画
像
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
、「
仁
安
三
年
八

月
十
二
日
以
大
法
御
房
本
写
之
了
」
と
す
る
奥
書
か
ら
、
仁
安
三
年
（
一
一
六

八
）
に
勧
修
寺
大
法
御
房
実
任
の
本
を
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
醍
醐

寺
に
は
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）、
実
源
と
い
う
僧
が
醍
醐
寺
蓮
蔵
院
に
お

い
て
書
写
し
た
仁
和
寺
本
と
図
様
を
同
じ
く
す
る
写
本
が
伝
来
し
て
い
る（

（3
（

。
こ

れ
は
高
野
山
金
剛
峯
寺
往
生
院
に
て
写
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
こ
の
図
様
が
真

言
系
寺
院
を
中
心
に
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

四
天
王
の
図
像
に
つ
い
て
総
括
す
る
と
、
伝
統
的
な
図
様
を
取
捨
選
択
し
て

用
い
て
い
て
お
り
、
特
に
仁
和
寺
本
「
十
二
神
将
像
」
と
の
類
似
性
が
認
め
ら

広目天　増長天 持国天　多聞天
図7　四天王　山越阿弥陀図　禅林寺蔵
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れ
る
こ
と
な
ど
は
、
十
三
世
紀
頃
ま

で
真
言
密
教
寺
院
で
あ
っ
た
禅
林
寺

と
の
関
係
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
本

来
兜
に
付
属
す
る
こ
と
が
多
い
紐
状

装
飾
が
広
目
天
の
宝
冠
に
付
属
し
て

い
る
こ
と
や
、
持
物
の
組
み
合
わ
せ

が
独
自
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
図

像
の
援
用
が
直
模
で
な
い
、
ま
た
は

絵
師
の
写
し
崩
れ
と
思
わ
れ
る
表
現

が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
（
四
）
持
幡
童
子

　

持
幡
童
子
は
、
画
面
下
部
中
央
を
流
れ
る
川
の
両
岸
に
分
か
れ
て
立
つ
（
図

10
）。
面
貌
は
引
目
鉤
鼻
、肌
は
白
で
表
現
さ
れ
る
。
輪
郭
は
墨
線
で
引
か
れ
る
。

目
は
伏
し
目
が
ち
で
唇
に
は
朱
が
塗
ら

れ
る
。
髪
は
左
右
で
分
け
て
両
耳
上
で

赤
い
リ
ボ
ン
で
留
め
、
総
角
と
と
も
に

腰
ま
で
垂
ら
す
。
頭
上
に
は
正
面
と
側

面
に
三
角
形
の
装
飾
が
あ
し
ら
わ
れ
た

宝
冠
を
被
る
。

　

向
か
っ
て
左
の
童
子
が
緑
色
の
、
右

側
の
童
子
が
朱
色
の
闕
腋
袍
を
着
用
し

そ
の
裾
を
引
く
。
ま
た
鰭
袖
を
つ
け
、

袖
先
は
左
の
童
子
が
朱
色
、
右
側
が
緑

色
と
、
二
体
が
対
称
的
な
色
づ
か
い
と

な
っ
て
い
る
。
下
半
身
に
は
白
地
に
裾

が
赤
い
表
袴
を
つ
け
、
糸
沓
を
履
く
。

袍
な
ど
に
は
文
様
が
確
認
で
き
な
い

が
、
向
か
っ
て
右
側
の
童
子
の
裾
に
は

白
で
文
様
を
描
い
て
い
た
跡
が
確
認
で

き
、
本
来
童
子
に
つ
い
て
も
細
か
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

童
子
が
持
つ
幡
は
剥
落
が
激
し
く
細
か
な
意
匠
は
不
明
で
あ
る
が
、
所
々
に

金
泥
が
残
り
、
長
い
幡
足
が
垂
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

図8　�子神　薬師十二神将図像　
京都・仁和寺蔵

図9　�丑神　部分　薬師十二神将図像　�
京都・仁和寺蔵

図10　持幡童子　山越阿弥陀図　禅林寺蔵
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（
五
）
阿
字

　

阿
字
の
部
分
を
墨
線
で
引

き
、内
側
は
白
で
彩
色
す
る（
図

11
）。
そ
れ
を
囲
む
円
相
は
、

阿
弥
陀
三
尊
の
肉
身
線
と
同

じ
く
朱
線
で
引
か
れ
、
下
地
に

朱
の
具
を
用
い
る
。
輪
の
輪
郭

付
近
に
は
う
っ
す
ら
と
金
泥

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
阿

弥
陀
三
尊
の
表
現
技
法
と
近
し
い
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、

月
輪
は
円
の
上
部
が
若
干
切
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
が
当
初
か
ら
の
も
の
か

後
世
の
修
理
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

阿
字
を
表
現
し
た
作
品
に
は
、
本
来
ほ
と
ん
ど
の
も
の
に
蓮
台
が
表
現
さ
れ

る
が
、
禅
林
寺
本
に
そ
れ
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
後
の
章

で
詳
し
く
述
べ
た
い
。

　
　
　
（
六
）
山
水
景

　

禅
林
寺
本
の
大
部
分
を
占
め
る
山
岳
は
、
層
の
よ
う
に
山
肌
が
重
な
り
形
成

さ
れ
る
。
尾
根
の
表
現
は
柔
ら
か
い
墨
線
で
輪
郭
が
と
ら
れ
、
頂
上
付
近
に
あ

た
る
上
部
か
ら
群
青
、
緑
青
、
茶
を
塗
り
、
墨
で
峻
が
表
現
さ
れ
る
（
図
12
）。

来
迎
図
な
ど
浄
土
教
美
術
に
は
そ
の
背
景
と
し
て
山
岳
が
描
か
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
る
が
、例
え
ば
鎌
倉
時
代
後
半
制
作
と
思
わ
れ
る
早
来
迎
の
よ
う
に
、

峨
々
た
る
山
が
そ
び
え
る
も
の
と
は
異
な
り
、
緩
や
か
な
稜
線
で
あ
り
伝
統
的

な
や
ま
と
絵
で
表
現
さ
れ
る
。

　

樹
木
は
、
幹
は
墨
で
描
か
れ
、
所
々
に
緑
青
で
点
苔
を
表
現
す
る
。
た
だ
し

山
岳
の
緑
青
の
部
分
の
多
く
が
剥
落
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
樹
木
の
大
部
分
が
下

描
き
の
墨
線
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
樹
木
の
種
類
は
様
々
で
あ
り
、
桜
の
よ
う

な
白
い
花
を
つ
け
る
も
の
、
紅
葉
す
る
も
の
な
ど
多
様
な
樹
木
表
現
が
確
認
で

き
る
。
ま
た
、
遠
景
の
山
岳
の
樹
木
は
、
葉
を
淡
墨
を
重
ね
る
こ
と
で
簡
略
化

し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

表
現
は
早
い
も
の
で
「
信
貴
山

縁
起
絵
巻
」
に
み
ら
れ
、
十
三

世
紀
以
降
の
絵
巻
に
は
頻
繁

に
登
場
す
る
表
現
で
あ
る
。

　

阿
弥
陀
の
背
景
に
は
水
面

が
広
が
る
。
陸
地
か
ら
三
分
の

一
ほ
ど
の
水
面
部
分
の
波
が

高
く
、
そ
れ
以
降
は
徐
々
に
低

く
な
り
、
穏
や
か
な
頻
波
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。
波
は
墨
線
で

描
か
れ
、
波
が
高
い
部
分
の
み

波
頭
に
光
の
反
射
を
示
す
よ

図12　山岳　部分　山越阿弥陀図　禅林寺蔵

図11　阿字　山越阿弥陀図　禅林寺蔵
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う
に
白
線
を
沿
わ
せ
る
。
波
の
方
向
は
、
向
か
っ
て
左
斜
め
上
に
向
か
う
も
の

と
右
斜
め
上
に
向
か
う
も
の
が
稲
妻
形
に
列
を
作
り
表
現
さ
れ
る
。

三
、
制
作
年
代

　

禅
林
寺
本
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
、
鎌

倉
時
代
、
十
三
世
紀
の
制
作
と
す
る
の
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
十

三
世
紀
の
い
つ
頃
か
、
と
い
う
点
で
意
見
の
相
違
が
み
ら
れ
て
い
る
。
主
要
研

究
に
お
い
て
、
十
三
世
紀
前
半
に
置
く
の
は
、
大
串
純
夫
氏
、
中
野
玄
三
氏
、

大
原
嘉
豊
氏
で
あ
る
。
対
し
て
、
十
三
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
と
す
る
の
は
、
北

澤
菜
月
氏
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
と
す
る
の
は
髙
間
由
香
里
氏
で

あ
る
。

　

前
章
で
確
認
し
た
通
り
、
山
岳
景
に
や
ま
と
絵
表
現
を
用
い
、
観
音
・
勢
至

の
人
中
や
、
持
幡
童
子
の
面
貌
な
ど
に
は
、
伝
統
的
な
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。

ま
た
阿
弥
陀
三
尊
の
着
衣
を
彩
色
で
表
す
の
は
、
十
三
世
紀
後
半
以
降
の
来
迎

図
の
数
多
く
が
皆
金
色
で
表
さ
れ
て
い
る
点
と
は
隔
た
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
阿
弥
陀
の
髪
際
に
緑
青
を
引
き
、
鼻
梁
線
を
表
す
こ
と
、
寒
色
中
心

の
配
色
を
用
い
る
点
は
、
宋
風
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
作
品
全
体
の

所
々
で
表
現
の
平
板
化
や
、
前
述
の
観
音
勢
至
の
足
の
指
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

写
し
崩
れ
と
も
と
れ
る
不
自
然
な
表
現
が
確
認
で
き
る
点
は
看
過
し
が
た
い
。

　

制
作
年
代
を
検
討
す
る
上
で
二
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。一
つ
目
は
、

観
音
の
持
つ
蓮
台
で
あ
る
（
図
13
）。
禅
林
寺
本
の
蓮
台
と
同
様
、
敷
茄
子
や

框
を
描
か
ず
、
瓔
珞
を
垂
ら
す
作
例
と
し
て
、
神
奈
川
・
光
明
寺
蔵
「
当
麻
曼

荼
羅
縁
起
」
巻
下
の
阿
弥
陀
聖
衆
が
来
迎
す
る
場
面
や
兵
庫
・
小
童
寺
蔵
の
「
阿

弥
陀
聖
衆
来
迎
図
」、「
法
然
上
人
絵
伝
」
巻
二
第
一
段
な
ど
に
み
ら
れ
、
十
三

世
紀
後
半
の
作
品
に
多
い
（
（3
（

。
特
に
も
瓔
珞
は
、
西
来
寺
蔵
「
阿
弥
陀
四
尊
来
迎

図
」の
よ
う
に
十
二
世
紀
の
来
迎
図
に
瓔
珞
が
描
か
れ
な
い
も
の
が
主
流
だ
が
、

十
三
世
紀
後
半
以
降
の
も
の
に
瓔
珞
を
描
く
例
が
増
え
て
い
く
。

　

二
つ
目
は
、
波
の
表
現
で
あ
る
（
図
14
）。
禅
林
寺
本
の
よ
う
に
高
い
波
を

表
す
早
い
例
は
、
十
三
世
紀
初
頭
に
描
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
北
野
天
神
縁
起

絵
（
承
久
本
）」
巻
四
、
菅
原
道
真
が
筑
紫
へ
向
か
っ
て
出
航
し
た
場
面
（
図

15
）が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

禅
林
寺
本
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
波
の
規
則
性
は
薄

く
、
不
規
則
に
動
く
波
を

表
現
す
る（

（3
（

。
し
か
し
そ
れ

よ
り
降
る
十
三
世
紀
半
ば

頃
制
作
と
さ
れ
る
「
華
厳

宗
祖
師
絵
伝
（
元
暁
絵
）」

や
一
二
五
七
年
制
作
の
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵

「
観
音
経
絵
」（
図
16
）
で

図13　蓮台　部分　山越阿弥陀図　禅林寺蔵
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は
、
禅
林
寺
本
と
同
じ
く
稲
妻
形
の
よ
う
な
規
則
性
が
確
認
で
き
る
。
さ

ら
に
十
四
世
紀
前
半
の
「
玄
奘
三
蔵
絵
」
巻
一
第
四
段
の
須
弥
山
が
描
か

れ
る
場
面
（
図
17
）
に
な
る
と
、
よ
り
形
式
的
に
波
が
連
続
し
、
あ
る
種

の
模
様
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
禅
林
寺
本
は
波
の
規
則
性
は

見
ら
れ
る
も
の
の
、
十
四
世
紀
の
完
全
な
形
式
化
し
た
波
と
は
若
干
の
隔

た
り
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
禅
林
寺
本
は
、
十
三
世
紀
以
前
の
画
法
を
継

承
し
つ
つ
も
、
取
り
入
れ
ら
れ
た
表
現
は
直
模
で
受
容
さ
れ
た
も
の
と
は

考
え
に
く
い
。
た
だ
し
、
鎌
倉
時
代
後
期
以
降
の
阿
弥
陀
三
尊
を
皆
金
色

と
す
る
来
迎
図
の
流
れ
と

は
些
か
距
離
が
あ
り
、
十

三
世
紀
末
以
降
の
作
と
考

え
る
の
に
は
無
理
が
あ
る

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
禅
林

寺
本
の
表
現
は
過
渡
的
な

特
色
を
示
し
て
お
り
、
十

三
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に

か
け
て
の
制
作
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

図14　海波　部分　山越阿弥陀図　禅林寺蔵

図15　�北野天神縁起絵（承久本）　部分　�
京都・北野天満宮蔵

図17　�玄奘三蔵絵　部分　�
大阪・藤田美術館蔵

図16　観音経絵巻　部分　メトロポリタン美術館蔵
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四
、
制
作
背
景
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
（
一
）
阿
字
表
現
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
禅
林
寺
本
の
表
現
に
つ
い
て
、
特
徴
を
挙
げ
な
が
ら
そ
の
制
作
年

代
を
比
定
し
た
。
制
作
年
代
を
十
三
世
紀
半
ば
以
降
だ
と
す
る
と
、
定
説
の
静

遍
が
住
持
し
た
時
期
と
は
ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
た
め
、
制
作
背
景
の
再
考
が

必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
禅
林
寺
本
の
密
教
と
の
関
連
を
示
す
と
考
え
ら
れ

て
い
る
阿
字
の
表
現
に
着
目
し
、
そ
の
背
景
的
な
思
想
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

禅
林
寺
本
の
阿
字
は
、
研
究
史
で
確
認
し
た
通
り
、
覚
鑁
に
よ
る
大
日
と
阿

弥
陀
を
同
体
と
す
る
説
や
阿
字
に
関
す
る
記
述
が
根
底
に
あ
る
と
す
る
意
見
が

有
力
と
さ
れ
て
き
た
。
阿
字
を
表
現
し
た
作
品
は
、
高
山
寺
蔵
の
阿
字
螺
鈿
蒔

絵
月
輪
形
厨
子
や
、
藤
田
美
術
館
蔵
の
『
阿
字
義
』、
阿
字
観
の
本
尊
と
し
て

用
い
ら
れ
た
本
尊
図
な
ど
が
残
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
と
禅
林
寺
本
と
を
比

較
し
て
気
づ
く
こ
と
は
、
禅
林
寺
本
の
阿
字
に
蓮
台
が
描
か
れ
な
い
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
作
例
と
同
様
、
覚
鑁
が
記
し
た
阿
字
観
に
つ
い
て
の
文
献
の
一
つ

『
阿
（
梵
字
）
字
觀　

鑁
（
梵
字
）
作
』
を
み
る
と
、

行
者
阿
字
觀
を
修
せ
ん
と
思
は
ば
、
先
づ
八
葉
の
白
蓮
を
、
其
の
量
一
肘

な
ら
ん
を
図
す
べ
し
。
一
肘
と
云
ふ
は
一
尺
六
寸
な
り
。
其
の
蓮
華
台
に

月
輪
を
図
す
べ
し
。
月
輪
の
中
に
白
色
の
阿
（
梵
字
）
字
を
書
く
べ
し（

（3
（

。

と
阿
字
観
の
本
尊
と
し
て
八
葉
の
蓮
台
を
描
い
た
上
に
阿
字
月
輪
を
描
く
こ
と

を
規
定
し
て
い
る
。
覚
鑁
の
『
鑁
（
梵
字
）
阿
（
梵
字
）
界
秘
事
』
に
お
い
て

も
、
金
剛
界
と
胎
蔵
界
の
修
法
に
つ
い
て
述
べ
た
中
で
、
金
剛
界
の
阿
字
は
月

輪
の
中
に
蓮
台
を
描
き
、
胎
蔵
界
の
阿
字
は
蓮
華
上
に
阿
字
月
輪
を
描
く
と
し

て
い
る（

（3
（

。
す
な
わ
ち
、
覚
鑁
の
示
す
阿
字
観
に
お
い
て
は
金
剛
界
、
胎
蔵
界
関

わ
ら
ず
、
蓮
台
を
描
く
こ
と
は
必
須
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
必
ず
し
も
禅

林
寺
本
が
覚
鑁
の
阿
字
観
を
継
承
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
禅
林
寺
本
同
様
、
阿
字
と
蓮
台
を
組
み
合
わ
せ
な
い
表
現
が
繍
仏
の

分
野
に
み
ら
れ
、
さ
ら
に
阿
字
を
主
題
と
し
た
作
例
が
多
い
点
は
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
製
作
し
た
と

み
ら
れ
る
徳
川
美
術
館
所
蔵
の
「
刺
繍
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」（
図
18
、19
）
は
、

来
迎
印
の
阿
弥
陀
如
来
の
舟
形
光
背
に
、
四
八
個
の
白
い
円
輪
に
阿
字
が
配
さ

れ
て
い
る
。
蓮
台
は
表
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
四
八
個
と
い
う
数
は
阿
弥
陀
の
四

八
願
を
表
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
徳
川
美
術
館
本
は
阿
弥
陀
三
尊
の
下
に
蓮

池
の
岩
上
に
立
つ
毘
沙
門
天
と
不
動
明
王
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ

は
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
横
川
中
堂
に
由
来
す
る
天
台
宗
特
有
の
も
の
で
、
徳
川

美
術
館
本
も
製
作
に
天
台
宗
系
の
人
物
の
関
与
が
予
想
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味

深
い
（
（3
（

。
ま
た
阿
弥
陀
三
尊
を
種
子
で
表
す
も
の
で
、
M
O
A
美
術
館
蔵
の
「
刺

繍
種
子
阿
弥
陀
三
尊
図
」
で
は
、
柱
と
中
廻
し
に
二
三
個
の
蓮
台
の
な
い
阿
字
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を
配
す
る
。
蓮
台
を
表
現
す
る
が
阿
弥
陀
と
阿
字
を
組
み
合
わ
せ
る
繍
仏
作
品

も
い
く
つ
か
あ
り
、
例
え
ば
滋
賀
・
宝
厳
寺
本
（
図
22
）
で
は
、
斜
め
来
迎
形

式
の
阿
弥
陀
三
尊
と
と
も
に
、
中
廻
し
に
四
八
個
の
阿
字
を
表
す
。
こ
の
よ
う

に
繍
仏
の
分
野
に
お
い
て
は
、阿
弥
陀
三
尊
と
と
も
に
阿
字
を
配
す
る
も
の
や
、

阿
字
単
独
の
作
例
も
多
く
現
存
し
て
い
る
。
実
際
に
史
料
に
お
い
て
も
、『
吾

妻
鏡
』
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
正
月
一
三
日
条
で
は
、

故
幕
下
将
軍
周
闋
御
忌
の
景
を
迎
へ
、
彼
の
法
花
堂
に
於
い
て
仏
事
を
修

せ
ら
る
。
北
條
殿
以
下
諸
大
名
群
参
し
て
市
成
す
。
仏
は
絵
像
釈
迦
三
尊

一
鋪
、
阿
字
一
鋪
、〈
御
台
所
の
御
除
髪
を
以
て
之
を
縫
い
奉
ら
る
〉。
経

は
金
字
法
華
経
六
部
、
摺
写
五
部
大
乗
経
（
（3
（

。

源
頼
朝
の
周
忌
法
要
が
修
さ
れ
、
北
条
政
子
は
釈
迦
三
蔵
像
図
等
と
共
に
、
自

分
の
剃
髪
し
た
毛
髪
を
用
い
た
阿
字
一
鋪
を
供
養
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
阿
弥

陀
三
尊
や
種
子
を
用
い
た
繍
仏
に
よ
る
追
善
供
養
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
流
行
し

た
。
こ
れ
は
浄
土
教
の
台
頭
と
共
に
當
麻
曼
荼
羅
が
関
心
を
集
め
、
庶
民
へ
仏

教
、
そ
し
て
追
善
や
逆
修
供
養
が
広
ま
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
の
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
そ
し
て
追
善
や
逆
修
供
養
の
広
が
り
に
伴
い
、
死
者
の
遺
髪
や

遺
骨
を
仏
像
な
ど
に
納
入
さ
れ
る
な
ど
し
、
こ
れ
を
応
用
し
て
繡
仏
に
お
い
て

も
遺
髪
を
用
い
た
髪
繡
が
流
行
し
た
。
実
際
に
、
前
述
の
徳
川
美
術
館
本
は
阿

弥
陀
の
螺
髪
や
阿
字
部
分
な
ど
に
髪
繡
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
和
歌
山
・
正
智

図18　�刺繍阿弥陀三尊来迎図　
徳川美術館蔵

図19　�刺繍阿弥陀三尊来迎図　
部分　徳川美術館蔵

図20　�刺繍阿弥陀三尊来迎図　
滋賀・宝厳寺蔵
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第
四
十
一
号

院
、
滋
賀
・
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
の
「
刺
繡
阿
字
図
」
は
、
い
ず
れ
も
阿
字
が
髪

繡
で
あ
る
。

　

繍
仏
で
は
な
い
が
『
方
丈
記
』
に
は
、
阿
字
を
用
い
た
別
の
形
の
死
者
供
養

が
み
ら
れ
る
。

仁
和
寺
に
隆
暁
法
印
と
い
ふ
人
、
か
く
し
つ
ゝ
数
も
不
知
死
（
ぬ
）
る
事

を
悲
し
み
て
、
そ
の
首
の
見
ゆ
る
ご
と
に
、
額
に
阿
字
を
書
き
て
、
縁
を

結
ば
し
む
る
わ
ざ
な
ん
せ
ら
れ
け
る（

（4
（

。

こ
れ
は
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
の
飢
饉
の
際
、
仁
和
寺
の
僧
隆
暁
が
、
死
者

を
見
る
度
に
そ
の
額
に
阿
字
を
書
き
供
養
を
行
っ
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
阿

字
自
体
で
個
人
の
往
生
を
願
い
追
善
な
ど
の
儀
礼
を
行
う
例
は
、
十
三
世
紀
以

降
す
で
に
、
真
言
僧
の
み
な
ら
ず
社
会
一
般
に
も
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
禅
林
寺
に
お
い
て
は
、
静
遍
以
後
、
覚
鑁
周
辺
の
思
想
を
受
け
継
ぐ
人
物

が
止
宿
し
た
様
子
は
確
認
で
き
ず
、
禅
林
寺
本
を
覚
鑁
の
思
想
に
よ
る
も
の
と

限
定
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
（
二
）
十
三
世
紀
半
ば
の
禅
林
寺

　

そ
れ
で
は
、
禅
林
寺
本
制
作
当
時
の
禅
林
寺
の
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
。

　

禅
林
寺
は
、
十
三
世
紀
に
入
り
静
遍
の
入
寺
に
よ
り
、
浄
土
宗
寺
院
と
し
て

の
道
を
本
格
的
に
歩
む
こ
と
に
な
り
、
続
く
証
空
や
そ
の
弟
子
浄
音
に
よ
り
、

浄
土
宗
西
山
派
寺
院
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
証
空
に
は
禅
林
寺
に
お
け
る
活
動

実
態
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
静
遍
の
前
後
は
、
道
誉
（
一
一
七

九
―
一
二
四
〇
）、
道
智
（
一
二
一
七
―
一
二
六
九
）
と
い
っ
た
九
条
家
出
身

の
天
台
僧
が
住
持
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
こ
の
頃
証
空
周
辺
や
天
台
と
の
関
わ

り
が
よ
り
一
層
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う（

（4
（

。
し
か
し
な
が
ら
『
仁

和
寺
御
日
次
記
』
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
二
月
十
一
日
条
に
は
、
前
年
に
石

山
寺
座
主
に
任
じ
ら
れ
た
法
務
大
僧
正
長
厳
に
よ
り
、石
山
寺
並
び
に
禅
林
寺
、

神
護
寺
、
観
心
寺
の
寺
務
を
長
厳
の
門
徒
に
相
承
す
る
と
さ
れ
る（

（4
（

。
そ
し
て
石

山
寺
座
主
と
禅
林
寺
・
観
心
寺
の
相
承
を
記
し
た
「
石
山
寺
座
主
并
禅
林
・
観

心
両
寺
座
主
相
承
次
第
（
（4
（

」
に
よ
れ
ば
、
相
承
記
録
自
体
が
正
和
二
年
（
一
三
一

三
）
十
月
五
日
に
座
主
職
と
な
る
大
権
僧
都
益
守
ま
で
続
く
こ
と
か
ら
、
十
三

世
紀
に
わ
た
っ
て
い
ま
だ
石
山
寺
や
観
心
寺
と
の
関
係
が
根
強
く
続
き
、
真
言

宗
寺
院
と
し
て
の
寺
格
を
保
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
十
三
世
紀
に
お
い
て
、
禅
林
寺
の
浄
土
教
化
の
様
子
を
具

体
的
に
示
す
も
の
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
注
目
し
た
い
の
は
、『
禅
林
寺
縁
起
（
（4
（

』

の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
は
室
町
時
代
、
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）、
禅

林
寺
本
堂
等
の
修
造
の
勧
進
の
た
め
、禅
林
寺
の
縁
起
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
三
条
西
公
条
（
一
四
八
七
―
一
五
六
三
）
で
、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
禅
林

寺
の
縁
起
が
長
年
紛
失
し
て
い
た
た
め
、第
四
三
世
宏
善
上
人
の
請
い
に
よ
り
、

泉
州
光
明
院
の
勧
進
帳
や
そ
の
他
史
料
を
用
い
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
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禅
林
寺
蔵
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
研
究

う
。
こ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
十
三
世
紀
の
禅
林
寺
の
動
き
を
綴
っ
た
部

分
で
あ
る
。

将
又
承
久
の
比
、
隠
遁
の
行
者
乱
逆
に
逢
て
発
心
遁
世
す
、
即
上
人
往
生

の
古
跡
を
し
た
ひ
て
、
此
地
に
草
庵
を
む
す
ひ
て
住
け
る
か
、
嘉
禎
年
中

正
月
一
日
よ
り
別
行
を
は
し
め
て
此
御
影
を
請
し
て
、
七
日
瞻
仰
礼
拝
し

て
返
送
た
て
ま
つ
り
け
る
に
、
弟
子
の
僧
夢
想
に
い
は
く
、
此
間
お
も
ひ

か
け
す
請
に
あ
つ
か
り
て
、
念
仏
の
声
を
き
ゝ
燈
明
の
光
を
見
給
へ
る
、

殊
に
喜
悦
き
ハ
ま
り
な
き
者
也
、
か
た
の
こ
と
く
草
庵
を
た
て
ゝ
、
か
や

う
に
い
つ
も
聴
聞
し
侍
や
う
に
は
か
ら
ひ
て
給
へ
と
坊
主
に
申
さ
れ
候
へ

と
見
る
、
此
僧
則
坊
主
に
相
語
、
さ
き
に
み
る
所
の
僧
も
其
時
相
語
、
二

人
の
夢
想
同
篇
不
思
議
の
お
も
ひ
に
住
し
て
坊
主
忽
十
方
を
す
ゝ
め
て
、

不
日
に
締
構
を
な
し
を
ハ
り
ぬ
、
今
聖
衆
来
迎
院
と
号
す
る
こ
れ
也
、
嘉

禎
三
年
当
堂
は
や
く
成
風
の
功
を
終
、
締
雲
構
を
調
て
本
尊
聖
教
を
安
置

し
、
不
断
念
仏
を
始
行
、
其
外
四
季
七
日
の
常
行
三
昧
、
毎
月
二
座
の
往

生
講
又
契
約
結
縁
、
廿
五
三
昧
読
経
、
長
日
の
御
祈
祷
を
此
道
場
に
引
移

興
行
、
む
か
し
の
儀
に
か
は
ら
す
と
い
へ
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
承
久
の
頃
（
一
二
一
九
～
二
二
）
に
隠
遁
の
行
者
が
永
観
往
生

の
地
で
あ
る
禅
林
寺
に
草
庵
を
結
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三

七
）「
聖
衆
来
迎
院
」
と
号
す
る
堂
を
建
立
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で

は
本
尊
や
聖
教
を
安
置
し
、
不
断
念
仏
を
始
行
、
四
季
七
日
の
常
行
三
昧
や
月

に
二
度
の
往
生
講
な
ど
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
聖
衆
来
迎
院
は
現
在
禅
林
寺

に
存
在
し
て
お
ら
ず
そ
の
詳
し
い
実
態
や
活
動
内
容
、
堂
于
の
変
遷
は
不
明
で

あ
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い（

（4
（

。
た
だ
、
正
応

六
年
（
一
二
九
三
）
四
月
付
の
「
鷹
司
兼
平
譲
状
案
」
に
は
聖
衆
来
迎
院
の
名

前
が
見
え
（
（4
（

、
歴
応
二
年
（
一
三
三
九
）
六
月
二
十
八
日
に
は
、
足
利
尊
氏
に
よ

り
禅
林
寺
と
は
別
に
聖
衆
来
迎
院
に
出
雲
国
淀
新
荘
地
頭
職
が
寄
進
さ
れ
て
い

る
（
（4
（

。
し
た
が
っ
て
、
建
立
か
ら
十
四
世
紀
前
半
ま
で
は
禅
林
寺
と
聖
衆
来
迎
院

が
並
存
し
て
お
り
、
真
言
宗
寺
院
と
し
て
の
禅
林
寺
と
浄
土
宗
と
し
て
の
聖
衆

来
迎
院
の
活
動
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。『
禅
林
寺
縁
起
』

は
後
世
の
史
料
で
あ
り
、
全
て
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
十
三

世
紀
後
半
以
降
聖
衆
来
迎
院
と
い
う
堂
于
が
建
立
さ
れ
、
浄
土
教
信
仰
の
場
と

し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

ま
た
『
禅
林
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
聖
衆
来
迎
院
が
各
種
法
要
が
営
ま
れ
る

場
で
あ
り
、月
に
二
度
の
往
生
講
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
の
は
興
味
深
い
。

往
生
講
は
、
念
仏
講
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
管
弦
を
用
い
た
音
楽
的
要

素
が
強
く
、
迎
講
が
阿
弥
陀
に
動
き
を
伴
う
演
劇
的
な
性
格
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
阿
弥
陀
の
動
き
を
必
要
と
し
な
い
静
的
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る（

（4
（

。
往
生
講
の
次
第
を
記
し
た
永
観
撰
述
の
『
往
生
講
式
』
を
み
る
と
、

先
づ
西
壁
に
阿
弥
陀
迎
接
の
像
を
安
じ
、
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美　
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史　

学　
　

第
四
十
一
号

次
に
香
華
等
の
伝
供
を
備
ふ
、

　

歌
頌
に
曰
は
く
、

一
切
の
諸
の
菩
薩　

お
の
お
の
天
の
妙
華
と

宝
香
と
無
価
の
衣
と
を
齎
て　

無
量
仏
を
供
養
す

咸
然
と
し
て
天
楽
を
奏
し　

和
雅
の
音
を
暢
発
し

最
勝
尊
を
歌
歎
し　

無
量
仏
を
供
養
す

若
し
人
散
乱
の
心
に
し
て　

乃
至
一
華
を
以
て

画
像
を
供
養
せ
ん
も
の　

漸
く
無
数
の
仏
を
見
る（

（4
（

こ
れ
に
よ
れ
ば
西
壁
に
阿
弥
陀
迎
接
像
を
安
置
す
る
と
こ
ろ
か
ら
講
が
始
ま
る

が
、
そ
れ
に
続
く
歌
頌
で
は
、
も
し
心
が
散
乱
し
て
い
る
者
が
い
れ
ば
、
画
像

を
供
養
す
る
こ
と
で
無
数
の
仏
を
見
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
き
、
実
際
に

『
明
義
進
行
集
』
第
二
「
高
野
僧
都
明
遍
」
の
項
で
は
、
明
遍
の
師
敏
覚
が
殺

さ
れ
た
西
光
の
供
養
の
た
め
に
、
光
堂
と
称
す
る
堂
于
を
建
立
し
、
そ
こ
に
等

身
の
阿
弥
陀
画
像
と
そ
の
左
右
に
観
音
・
勢
至
像
を
安
置
し
往
生
講
を
修
し
た

と
い
う
記
録
が
あ
る（

（5
（

。
こ
れ
は
観
音
・
勢
至
菩
薩
像
を
脇
侍
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
は
正
面
向
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。
ま
た
山
本
陽
子
氏
に
よ
り
、法
華
寺
蔵「
阿
弥
陀
三
尊
及
び
童
子
像
」は
、

法
華
寺
で
開
基
光
明
皇
后
の
命
日
に
行
わ
れ
る
追
善
往
生
講
の
本
尊
で
あ
っ
た

と
の
指
摘
が
な
さ
れ（

（5
（

、
往
生
講
に
お
い
て
は
正
面
向
き
の
阿
弥
陀
画
像
を
懸
け

て
い
た
可
能
性
が
あ
る（

（5
（

。

　

加
え
て
、
禅
林
寺
本
の
特
徴
が
そ
の
類
ま
れ
な
装
飾
性
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

こ
こ
ま
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
特
に
、
阿
弥
陀
の
白
毫
は
き
れ
い
に
円
形

に
切
り
取
ら
れ
た
跡
が
あ
り
、
こ
こ
に
水
晶
の
よ
う
な
異
素
材
を
当
て
、
そ
の

裏
か
ら
灯
火
を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
た
と
す
る
指
摘
が
あ
る
点
は
看
過
し
が
た

い
（
（5
（

。
泉
氏
は
、
い
わ
ば
こ
う
し
た
二
次
元
の
絵
画
か
ら
三
次
元
の
儀
礼
空
間
へ

の
干
渉
を
「
働
き
か
け
る
」
現
象
と
し
た
が（

（5
（

、
こ
う
し
た
働
き
か
け
は
、
講
に

参
加
す
る
観
想
念
仏
を
う
ま
く
行
う
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
者
に
阿
弥
陀
の

出
現
を
確
信
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
尊
像
ご
と
に
金
銀
泥
や
雲
母
、

彩
色
を
使
い
分
け
る
表
現
は
、
凡
夫
で
あ
っ
て
も
容
易
に
阿
弥
陀
の
姿
や
聖
衆

た
ち
の
影
現
を
眼
前
に
も
た
ら
す
助
け
と
な
っ
た
と
想
像
さ
せ
る
。

　

実
際
に
永
観
の
『
往
生
講
式
』
に
よ
る
往
生
講
は
、
長
い
年
月
の
中
で
貴
賤

を
問
わ
ず
人
々
に
広
ま
っ
て
い
た
と
さ
れ
る（

（5
（

。
禅
林
寺
に
お
け
る
往
生
講
の
実

態
を
記
し
た
記
録
は
な
く
、
今
後
さ
ら
に
史
料
等
を
精
査
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
禅
林
寺
が
『
往
生
講
式
』
を
記
し
た
永
観
が
住
し
た
寺
で

あ
る
こ
と
、
禅
林
寺
本
の
制
作
時
期
が
聖
衆
来
迎
院
の
建
立
時
期
と
重
な
る
こ

と
か
ら
も
、
講
の
本
尊
と
し
て
禅
林
寺
本
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
鎌
倉
時
代
、
阿
字
は
死

者
供
養
の
本
尊
と
し
て
も
広
く
浸
透
し
て
い
た
。
阿
字
を
配
す
る
の
も
ま
た
、

往
生
講
に
参
加
す
る
民
衆
に
対
し
、
極
楽
浄
土
往
生
を
保
証
す
る
重
要
な
要
素

の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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禅
林
寺
蔵
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
研
究

お
わ
り
に

　

以
上
、
作
品
の
表
現
に
即
し
禅
林
寺
本
の
技
法
や
図
像
的
特
徴
を
あ
げ
、
類

例
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
作
年
代
を
定
説
と
な
っ
て
い
る
十
三
世
紀

前
半
よ
り
も
降
る
十
三
世
紀
半
ば
以
降
の
作
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。そ
し
て
、

こ
の
制
作
時
に
は
浄
土
宗
化
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
た
禅
林
寺
に
聖
衆
来
迎
院
が

建
立
さ
れ
て
お
り
、
禅
林
寺
本
は
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
往
生
講
に
懸
け
ら
れ

て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　

禅
林
寺
本
の
特
徴
的
な
表
現
・
技
法
は
、
一
僧
侶
の
た
め
の
臨
終
仏
で
あ
っ

た
と
い
う
よ
り
は
、
多
く
の
人
々
に
阿
弥
陀
の
出
現
を
「
再
現
」
す
る
こ
と
に

意
識
が
払
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
表
現
技
法
で
触
れ
た
白
毫
の
装

飾
や
金
・
銀
泥
の
使
い
分
け
は
、
暗
闇
に
浮
か
び
上
が
る
阿
弥
陀
三
尊
を
効
果

的
に
表
現
し
、
絵
画
の
平
面
を
越
え
た
一
種
の
演
劇
性
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

加
え
て
、
下
部
に
描
か
れ
る
持
幡
童
子
や
四
天
王
に
は
こ
の
「
再
現
」
を
よ

り
強
く
保
証
す
る
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
来
、
浄
土
教
絵

画
に
持
幡
童
子
や
四
天
王
が
描
か
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
四
天

王
は
藤
原
道
長
が
建
立
し
た
法
成
寺
無
量
寿
院
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
阿
弥

陀
堂
に
お
い
て
阿
弥
陀
三
尊
像
と
と
も
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
記
録
が
確
認
で

き
る（

（5
（

。
ま
た
、『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
上
沙
門
長
慶
伝（

（5
（

で
は
、
長
慶
の
臨
終
時
、

枕
辺
に
毘
沙
門
天
と
共
に
四
天
王
が
来
迎
し
こ
と
で
天
狗
は
長
慶
に
近
づ
く
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
四
天
王
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
善
導
の
『
観
念
法

門
』「
護
念
縁
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

仏
の
言
は
く
、
も
し
人
専
ら
此
の
念
弥
陀
仏
三
昧
を
行
ず
れ
ば
、
常
に
一

切
の
諸
天
及
び
四
天
大
王
竜
神
八
部
の
随
逐
影
護
し
、
愛
楽
相
見
す
る
こ

と
を
得
て
、
永
く
諸
の
悪
鬼
神
、
災
障
、
厄
難
、
横
に
悩
乱
を
加
ふ
る
こ

と
無
し
と
。
具
に
護
持
品
の
中
に
説
く
が
如
し
。
此
れ
亦
是
れ
現
生
護
念

増
上
縁
な
り（

（5
（

『
観
念
法
門
』
で
は
、『
般
舟
三
昧
経
』
を
引
用
し
、
心
を
致
し
て
観
念
念
仏
や

口
称
念
仏
を
行
え
ば
、
滅
罪
し
て
浄
土
に
生
じ
る
と
と
も
に
、
一
切
の
諸
天
及

び
四
天
王
、
龍
神
八
部
が
行
者
を
守
護
し
、
諸
々
の
悪
鬼
や
災
厄
を
退
け
る
と

説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
珍
海
の
『
決
定
往
生
集
』
や
法
然
の
『
選
択

集
』
等
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
極
楽
浄
土
往
生
を
望
む
行
者
を
諸
天
等
が
守

護
す
る
、
と
い
う
思
想
は
一
定
に
普
及
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
か
ら
四
天

王
は
、
個
人
の
念
仏
、
臨
終
行
儀
の
場
に
お
い
て
、
修
行
者
を
守
護
す
る
役
割

を
期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

持
幡
童
子
に
つ
い
て
も
、
各
種
往
生
伝
に
お
い
て
、
他
者
の
往
生
を
告
げ
た

り
、
来
迎
を
先
導
し
、
往
生
者
を
囲
繞
し
た
り
す
る
な
ど
、
直
接
現
世
に
赴
き

往
生
者
な
ど
と
接
す
る
者
と
し
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
（
（5
（

。
こ
の
直
接
往
生
者
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
一
号

と
接
す
る
持
幡
童
子
は
、
絵
画
作
品
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
制
作
の

福
島
県
立
博
物
館
蔵
「
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
」（
図
21
）
で
は
、
今
ま
さ
に
臨

終
行
儀
を
行
う
屋
敷
の
軒
先
に
二
人
の
持
幡
童
子
が
降
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の

他
、
来
迎
図
に
描
か
れ
る
持
幡
童
子
を
み
る
と
、
必
ず
靴
を
履
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
観
音
・
勢
至
菩
薩
が
裸
足
で
あ
る
の
と
は
対
称
的
で
あ

り
、
穢
土
で
あ
る
現
世
に
直
接
降
り
立
ち
、
穢
土
と
浄
土
を
媒
介
す
る
存
在
と

し
て
描
か
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る（

（6
（

。
す
な
わ
ち
、
四
天
王
と
持
幡
童
子
は
穢

土
た
る
現
世
の
往
生
者
の
も
と
に
現
れ
る
守
護
者
と
し
て
の
側
面
が
求
め
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

浄
土
信
仰
の
隆
盛
に
よ
り
数
多
く
描
か
れ
た
来
迎
図
は
、
生
者
が
往
生
を
予

見
す
る
た
め
の
も
の

で
、
特
に
も
観
想
を
行

え
な
い
凡
夫
が
、
来
迎

図
や
迎
講
の
よ
う
な
演

劇
で
「
見
仏
」
す
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る（

（6
（

。
禅
林

寺
本
の
白
毫
の
光
は
阿

弥
陀
の
現
前
を
よ
り
リ

ア
ル
に
再
現
し
、
四
天

王
や
持
幡
童
子
は
往
生

を
確
信
へ
と
導
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
、
鑑
賞
者
の
往
生
へ
の
イ
メ
ー

ジ
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
し
、
極
楽
へ
の
期
待
を
高
め
る
の
が
禅
林
寺
本
で
あ

り
、
禅
林
寺
で
の
往
生
講
と
い
う
場
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
註
】

（
1
）	

禅
林
寺
蔵
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
に
関
す
る
主
な
論
考
、
解
説
は
以
下
の
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

	

①
「
山
越
阿
弥
陀
如
来
図
」
解
説
（『
日
本
国
宝
全
集
』
第
十
輯
、
日
本

国
宝
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）、
②
豊
岡
益
人
「
山
越
阿
弥
陀
図
考
」

（『
美
術
研
究
』
四
九
、一
九
三
六
年
）、③
大
串
純
夫
「
来
迎
芸
術
論
（
五
）」

（『
国
華
』
六
〇
八
、
一
九
四
一
年
）、
④
望
月
信
成
「
日
本
浄
土
教
芸
術

の
概
観　

四
来
迎
芸
術
」（『
仏
教
考
古
学
講
座
』
十
二
、
雄
山
閣
、
一
九

三
七
年
）、
⑤
中
野
玄
三
「
山
越
阿
弥
陀
図
の
仏
教
思
想
史
的
考
察
」（『
仏

教
芸
術
』
四
四
、
一
九
六
〇
年
）、
⑥
関
口
正
之
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
解

説
（『
原
色
日
本
の
美
術
七　

仏
画
』
小
学
館
、
一
九
六
九
年
）、
⑦
清
水

善
三
「
来
迎
図
の
展
開
」（『
京
都
大
学
文
学
部
紀
要
』
十
九
、
京
都
大
学

文
学
部
、
一
九
七
九
年
）、
⑧
中
野
玄
三
『
来
迎
図
の
美
術
』
同
朋
舎
、

一
九
八
五
年
、
⑨
梶
谷
亮
治
「
山
越
阿
弥
陀
図
」「
禅
林
寺
（
永
観
堂
）」

解
説
（『
週
刊
朝
日
百
科　

日
本
の
国
宝
六
八
』
朝
日
新
聞
出
版
、
一
九

九
八
年
）、
⑩
北
澤
菜
月
「
現
世
に
姿
を
あ
ら
わ
す
仏
―
―
禅
林
寺
本
「
山

越
阿
弥
陀
仏
」
と
垂
迹
思
想
」（『
特
別
展　

神
仏
習
合　

か
み
と
ほ
と
け

が
織
り
な
す
信
仰
と
美
』
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
⑪
髙
間

由
香
里
「
禅
林
寺
蔵
山
越
阿
弥
陀
図
に
つ
い
て
」（『
史
学
研
究
』
二
六
六
、

二
〇
〇
九
年
）、⑫
中
野
玄
三『
来
迎
図
の
美
術　

増
補
版
』同
朋
舎
メ
デ
ィ

ア
プ
ラ
ン
、二
〇
一
三
年
、⑬
中
野
玄
三
・
加
須
屋
誠
『
仏
教
美
術
を
学
ぶ
』

図21　�阿弥陀二十五菩薩来迎図　部分�
福島県立博物館蔵
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禅
林
寺
蔵
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
研
究

思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
⑭
加
須
屋
誠
「
新
・
来
迎
芸
術
論
―
―
大

串
純
夫
の
余
白
に
―
―
」（『〈
仏
教
美
術
論
集
四
〉
図
像
解
釈
学
―
―
権

力
と
他
者
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
）、
⑮
大
原
嘉
豊
「
山
越
阿
弥
陀
図
」

解
説
（『
日
本
美
術
全
集
八　

中
世
絵
巻
と
肖
像
画
』
小
学
館
、
二
〇
一

五
年
）、
⑯
辻
本
臣
哉
「
禅
林
寺
本
山
越
阿
弥
陀
図
―
証
空
及
び
天
台
本

覚
思
想
の
影
響
に
つ
い
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
六
巻
一
号
、

二
〇
一
七
年
）

（
2
）	『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
九
月
六
日
乙
未
条
（『
増
補
新

訂
国
史
大
系　

日
本
三
代
実
録　

前
編
』
吉
川
弘
文
館
）

（
3
）	

亀
田
孜
「
本
尊
目
六
」（『
美
術
研
究
』
五
六
、
一
九
三
六
年
）

（
4
）	

五
十
嵐
隆
明
『
京
都
永
観
堂
禅
林
寺
史
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年

（
5
）	

前
掲
註
一
① 

日
本
国
宝
全
集
解
説

（
6
）	

前
掲
註
一
② 

豊
岡
論
文

（
7
）	

前
掲
註
一
③ 

大
串
論
文

（
8
）	

前
掲
註
一
⑤ 

中
野
論
文

（
9
）	『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』（『
興
教
大
師
全
集
下
』
宝
仙
寺
、
一
九
七
七
年
）

（
10
）	『
密
厳
浄
土
略
観
』（『
興
教
大
師
全
集
下
』
宝
仙
寺
、
一
九
七
七
年
）

（
11
）	

こ
れ
に
加
え
中
野
氏
は
、
高
山
寺
蔵
の
「
仏
眼
仏
母
像
」
と
禅
林
寺
本
の

描
線
を
描
き
起
こ
し
、
重
ね
合
わ
せ
る
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

箇
所
で
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
前
掲
註
一
⑫ 

中
野
論
文
）。

（
12
）	

前
掲
註
一
⑩ 

北
澤
論
文
、

（
13
）	

前
掲
註
一
⑪ 

髙
間
論
文

（
14
）	

鈴
木
雅
子
「
来
迎
阿
弥
陀
と
滅
罪
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（『
フ
ィ
ロ
カ
リ

ア
』
二
六
、
二
〇
〇
九
年
）、
前
掲
註
一
⑯ 

辻
本
論
文

（
15
）	

覆
肩
衣
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

（
16
）	

石
田
淳
「
光
明
寺
蔵
「
四
十
九
体
化
仏
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
」
に
つ
い
て
」

（『
美
術
史
』
一
三
三
、
一
九
九
三
年
）

（
17
）	

泉
武
夫
『
仏
画
の
尊
容
表
現
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
〇
年

（
18
）	『
真
言
宗
全
書
』
三
七

（
19
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、『
大
正
蔵
』）
四
一
、
八
八
一
頁
b

（
20
）	

中
村
元
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
一
年
）

（
21
）	『
真
言
伝
』
巻
七
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
六
）

（
22
）	

前
掲
註
一
③ 

大
串
論
文
、
山
折
哲
雄
『
日
本
宗
教
文
化
の
構
造
と
祖
形
―

宗
教
史
学
序
説
―
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年

（
23
）	『
日
本
往
生
極
楽
記
』（『
日
本
思
想
体
系
』
七
、
岩
波
書
店
）

	

延
暦
寺
の
僧
明
靖
は
、
俗
姓
藤
原
氏
、
素
よ
り
密
教
を
嗜
み
、
兼
て
弥
陀

を
念
じ
た
り
。（
中
略
）
ま
た
静
真
に
語
り
て
曰
く
、
眼
前
の
火
漸
く
に

滅
え
、
西
方
の
月
微
し
く
照
す
。
誠
に
こ
れ
弥
陀
引
摂
の
相
な
り
と
い
へ

り
。
命
終
る
の
日
、強
に
微
力
を
扶
け
、沐
浴
し
て
西
に
向
ひ
て
気
絶
え
ぬ
。

（
24
）	『
続
本
朝
往
生
伝
』（『
日
本
思
想
体
系
』
七
、
岩
波
書
店
）

	

道
心
純
熟
に
し
て
、
現
世
を
屑
に
せ
ず
。
臨
終
の
時
、
異
香
室
に
満
て
り
。

自
ら
人
に
謂
ひ
て
曰
く
、
満
月
来
り
照
す
を
見
る
と
い
へ
り
。
大
き
に
歓

喜
の
想
を
成
し
て
気
絶
え
ぬ
。
敦
家
朝
臣
な
ら
び
に
侍
女
の
衣
、
深
く
そ

の
香
に
染
み
て
、
数
月
歇
ま
ず
。

（
25
）	『
撰
集
抄
』
巻
四
（『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
二
輯
下
）

	

藩
円
聖
人
事

	

中
比
筑
紫
の
横
川
と
云
所
に
、
範
円
聖
人
と
云
人
い
ま
そ
か
り
け
り
。
智

行
ひ
と
し
く
備
わ
は
り
て
、
い
き
年
い
け
る
類
を
哀
み
給
事
懇
也
。
観
音

を
本
尊
と
し
て
、
常
に
は
大
悲
の
法
門
を
な
ん
心
に
懸
給
へ
り
。（
中
略
）

か
ゝ
る
所
に
身
一
か
く
す
へ
き
庵
引
結
ひ
、
左
の
い
た
の
月
輪
よ
り
、
香

の
煙
細
く
そ
ひ
き
、
空
に
ハ
紫
雲
の
種
を
ま
き
、
念
仏
の
声
閑
に
し
て
、

西
に
聖
衆
の
迎
を
得
て
を
は
し
ま
し
け
る
か
。
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（
26
）	『
真
言
伝
』
巻
六
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
六
）

	

此
法
橋
臨
終
ノ
時
、
頭
北
面
西
ニ
シ
テ
入
滅
。
月
輪
正
ク
室
ニ
現
シ
、
異

香
ミ
キ
リ
ニ
薫
ス
。
七
日
ノ
後
遺
弟
墳
墓
ヲ
ミ
ル
ニ
、
蓮
華
数
葉
散
シ
テ

ツ
カ
ノ
上
ニ
ア
ル
。
翼
日
ニ
重
テ
ミ
ル
ニ
、
一
葉
モ
ミ
エ
サ
リ
ケ
リ
。

（
27
）	

泉
武
夫
「
中
尊
寺
蔵
金
字
経
見
返
絵
の
絵
師
分
担
に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸

術
』
三
二
九
、
二
〇
一
三
年
）

（
28
）	

柳
澤
孝
「
阿
弥
陀
三
尊
及
び
童
子
像
」
解
説
（『
大
和
古
寺
大
観
』
五
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
）

（
29
）	『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

図
像
部
』（
以
下
、『
大
正
図
像
』）
十
二

（
30
）	

柳
沢
孝
「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
四
天
王
図
―
新
発
見
の
廃
寺
永
久
寺
真

言
堂
障
子
絵
」（『
在
外
日
本
の
至
宝
』
一
、
一
九
八
〇
年
）

（
31
）	『
大
正
図
像
』
七

（
32
）	

中
野
玄
三
「
密
教
図
像
と
鳥
獣
戯
画
」（『
学
叢
』
二
、
一
九
八
〇
年
）

（
33
）	

瓔
珞
が
あ
る
蓮
台
を
描
く
作
例
は
以
下
の
通
り
。

	

〈
框
、
敷
茄
子
な
し
、
瓔
珞
あ
り
〉

	

光
明
寺
（
神
奈
川
）
蔵
「
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
」、
小
童
寺
蔵
「
阿
弥
陀
三

尊
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
」、
雲
辺
寺
蔵
「
釈
迦
阿
弥
陀
発
遣
来
迎
図
」、
東

京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
「
弥
勒
来
迎
図
」、
知
恩
院
蔵
「
法
然
上
人

絵
伝
（
巻
二
第
一
段
）」、元
恩
寺
蔵
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
、光
明
寺
（
滋
賀
）

蔵
「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」、
誓
願
寺
蔵
「
阿
弥
陀
三
尊
弥
勒
仏
来
迎
図
」、

常
楽
寺
蔵「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」、當
麻
寺
中
之
坊
蔵「
山
越
阿
弥
陀
図
」、

浄
福
寺
蔵
「
山
越
阿
弥
陀
図
」

	

〈
框
、
敷
茄
子
、
瓔
珞
あ
り
〉

	

光
明
寺
（
京
都
）
蔵
「
四
十
九
化
仏
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
」、知
恩
院
蔵
「
阿

弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
」、
大
福
寺
蔵
「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」、
木
山

寺
蔵
「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
十
仏
図
」

（
34
）	

承
久
本
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
に
関
し
て
、
彩
色
部
が
承
久
年
間
当
時
の
も

の
か
、
後
世
に
よ
る
も
の
か
再
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）	『
興
教
大
師
全
集
』
下
、
九
九
五
頁

（
36
）	『
興
教
大
師
全
集
』
上
、
三
二
三
頁

（
37
）	

山
本
泰
一
「
来
迎
繍
仏
の
一
違
例
―
徳
川
美
術
館
保
管
阿
弥
陀
三
尊
来
迎

仏
―
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
四
輯
、
一
九
七
七
年
）

（
38
）	『
国
史
大
系　

吾
妻
鏡
第
二
』

（
39
）	

内
藤
栄
「
1
1
6 

刺
繍
阿
字
図
」
解
説
（『
修
理
完
成
記
念
特
別
展　

糸

の
み
ほ
と
け
―
国
宝
綴
織
當
麻
曼
荼
羅
と
繡
仏
―
』
展
図
録
、
奈
良
国
立

博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）

（
40
）	『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
〇

（
41
）	

前
掲
註
四 

五
十
嵐
論
文

（
42
）	『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
九
輯
下

（
43
）	『
東
寺
文
書
』
乙
号
外
/
3
/

（
44
）	『
京
都
永
観
堂
禅
林
寺
文
書
』
一
九
九
二
年

（
45
）	

聖
衆
来
迎
院
に
つ
い
て
は
、
主
に
西
口
順
子
「
禅
林
寺
の
歴
史
」（『
京
都

永
観
堂
禅
林
寺
の
名
宝
』
展
図
録
、
一
九
九
六
年
）、
前
掲
註
四 

五
十
嵐

論
文
に
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
46
）	「
鷹
司
兼
平
譲
状
案
」（『
鎌
倉
遺
文
』）
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
四
月
付

	

又
山
科
并
禅
林
寺
小
田
、
為
故
三
品
追
善
料
、
所
寄
附
聖
衆
来
迎
院
、
各

可
有
尋
沙
汰
也
、

（
47
）	『
二
尊
院
文
書
』。
未
見
の
た
め
、『
大
日
本
史
料
』（
六
編
五
冊
）
よ
り
引

用
す
る
。

	
寄
進　

禅
林
寺
聖
衆
来
迎
院
、
出
雲
国
淀
新
庄
地
頭
職
太
田
小
四
郎
入
道

跡
、
事
、

	
右
令
奉
寄
之
状
如
件
、　
（
尊
氏
）
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禅
林
寺
蔵
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
研
究

	

暦
応
二
年
六
月
廿
八
日　
　
（
花
押
）

（
48
）	

菅
野
扶
美
「『
音
楽
講
式
』
に
つ
い
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
六
四
―
八
、

一
九
八
七
年
）

（
49
）	『
大
正
蔵
』
八
四
、
八
八
頁

（
50
）	『
明
義
進
行
集
』
巻
第
二
（『
明
義
進
行
集
影
印
・
翻
刻
』
法
蔵
館
）

	

敏
覚
ク
タ
ム
ノ
絹
ヲ
モ
テ
カ
ツ
ハ
西
光
出
離
ノ
タ
メ
カ
ツ
ハ
自
身
行
法
ノ

タ
メ
住
坊
ノ
西
北
ニ
イ
タ
フ
キ
ノ
一
堂
ヲ
建
立
シ
テ
西
ノ
カ
ヘ
ニ
等
身
ナ

ル
光
ホ
ト
ケ
ヲ
図
シ
左
右
ニ
木
像
ノ
観
音
勢
至
ヲ
タ
テ
ヽ
ヒ
カ
リ
堂
ト
号

ス
コ
ヽ
ニ
シ
テ
ツ
ネ
ニ
妓
楽
ヲ
ト
ヽ
ノ
ヘ
テ
往
生
構
ヲ
修
ス
ツ
ヒ
ニ
臨
終

正
念
ニ
シ
テ
往
生
ヲ
ト
ケ
オ
ハ
ヌ
ト
云
々

（
51
）	

山
本
陽
子
「
法
華
寺
阿
弥
陀
三
尊
及
童
子
図
の
使
途
に
関
す
る
一
考
察
」

（『
美
術
史
研
究
』
三
〇
、
一
九
九
二
年
）

（
52
）	『
往
生
講
式
』
に
よ
れ
ば
、
往
生
講
は
毎
月
十
五
日
に
行
う
と
さ
れ
る
。

こ
の
十
五
日
と
い
う
日
付
に
つ
い
て
は
、
大
串
氏
に
よ
り
、
比
叡
山
に
お

い
て
源
信
が
深
く
関
与
し
た
、
二
十
五
三
昧
会
で
の
菩
提
講
に
起
因
し
、

三
五
夜
と
阿
弥
陀
と
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
禅

林
寺
本
の
阿
弥
陀
の
光
背
に
は
月
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
往

生
講
と
の
関
連
性
の
高
さ
が
窺
え
る
。

（
53
）	

前
掲
註
一
⑧ 

中
野
論
文

（
54
）	

泉
武
夫
「
金
の
誘
惑
―
日
本
仏
画
の
個
性
に
つ
い
て
―
」（『
美
術
史
学
』

三
七
、
二
〇
〇
六
年
）

（
55
）	『
私
聚
百
因
縁
集
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
四
八
）

（
56
）	『
栄
花
物
語
』
巻
十
八
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
七
五
、
岩
波
書
店
）

	

こ
の
他
、
阿
弥
陀
堂
に
四
天
王
が
安
置
さ
れ
て
い
た
の
は
、
多
武
峯
浄
土

院
（
天
延
三
年
（
九
七
五
）
建
立
）、法
勝
寺
阿
弥
陀
堂
（
白
河
上
皇
御
願
、

承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）、
尊
勝
寺
阿
弥
陀
堂
（
堀
河
天
皇
御
願
、
康
和

四
年
（
一
一
〇
二
）、
左
大
弁
藤
原
為
隆
の
丈
六
堂
（
大
治
二
年
（
一
一

二
七
））、
中
尊
寺
金
色
堂
（
二
天
の
み
、
天
冶
元
年
（
一
一
二
四
））
が

挙
げ
ら
れ
る
。

（
57
）	『
日
本
思
想
大
系
』
七
、
岩
波
書
店

（
58
）	『
大
正
蔵
』
四
七
、
二
五
頁
b

（
59
）	

例
え
ば
、『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
上
、
中
原
義
実
伝
で
は
、
あ
る
人
の
夢
に

一
人
の
総
角
の
童
子
が
現
れ
、
義
実
の
往
生
を
暗
示
さ
せ
た
。（『
日
本
思

想
大
系
』
七
）

（
60
）	

津
田
徹
英
『
日
本
の
美
術　

第
四
四
二
号　

中
世
の
童
子
』
至
文
堂
、
二

〇
〇
三
年

（
61
）	

須
藤
弘
敏「
迎
接
の
夢（
上
・
下
）―
平
安
時
代
阿
弥
陀
来
迎
図
考
―
」（『
仏

教
芸
術
』
一
五
七
・
一
五
八
、
一
九
八
四
・
八
五
年
）

【
挿
図
出
典
】

図
1
～
2
、
5
～
7
、
10
～
14　

中
野
玄
三
『
来
迎
図
の
美
術
』、
同
朋
舎
、
一

九
八
五
年

図
3	

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
西
国
三
十
三
所
―
観
音
霊
場
の
祈
り
と
美
―
』
展

図
録
、
二
〇
〇
八
年

図
4	

泉
屋
博
古
館
・
根
津
美
術
館
編
『
高
麗
仏
画
―
香
り
た
つ
装
飾
美
―
』
展

図
録
、
二
〇
一
六
年

図
8
、
9　
『
大
正
図
像
』
十
二

図
15	

小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成　

第
二
一
巻　

北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』、

中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年

図
16	
『
日
本
美
術
全
集　

第
八
巻　

中
世
絵
巻
と
肖
像
画
』、
小
学
館
、
二
〇
一

五
年
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図
17	

小
松
茂
美
編
『
続
日
本
絵
巻
大
成　

第
七
巻　

玄
奘
三
蔵
絵
』、
中
央
公

論
社
、
一
九
八
一
年

図
18
～
20　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
糸
の
み
ほ
と
け
』
展
図
録
、
二
〇
一
八
年

図
21	
『
日
本
美
術
全
集　

第
八
巻　

中
世
絵
巻
と
肖
像
画
』、
小
学
館
、
二
〇
一

五
年

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
平
成
三
十
年
度
東
北
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論
文
に
加
筆

修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

執
筆
に
あ
た
り
、
泉
武
夫
先
生
、
長
岡
龍
作
先
生
、
杉
本
欣
久
先
生
に
は
、

懇
切
丁
寧
な
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
大
学
東
洋
・
日
本
美
術
史

研
究
室
の
皆
様
に
は
、
多
く
の
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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The fourth chapter focuses on the one of the features of Zenrin-ji version, the 
letter of “A” drawn at the top of the screen, and the circumstance of Zenrin-ji in 
the late 13th century, based on the production period. Firstly, the letter of “A” has 
been thought to reflect “Ajikan”: The method of meditation introduced by Kakuban. 
However, the letter of “A” drawn in Zenrin-ji version does not have the lotus stand, 
which is different from Kakuban's way of drawing the letter of “A”. Additionally, 
thus the usage of the letter of “A” in memorial services for the dead has prevailed 
in general society from the Kamakura era, the philosophical background of Zenrin-ji 
version does not have to be looted to Kakuban.

Lastly, this paper argues the circumstance of Zenrin-ji in the mid to late 13th 
century, which is the age of Zenrin-ji version production. In those days, Zenrin-ji 
was at the transitional period in which Shingon sect and Jodo sect were co-existing. 
According to the description in Zenrin-ji Engi, one aspect of Jodo sect's activities is 
the foundation of a temple named Shoju-raigo-in (1237). Although this description does 
not directly indicate a connection with Zenrin-ji version, “Ojoko”, a gathering to recite 
Buddhist sutra to pray for going to paradise after death, should have been held in 
Shoju-raigo-in.A record shows the possibility of the painting of Amitabha facing to the 
front has been set in “Ojoko”, along with the decorative expression used in Zenrin-
ji version, the painting of Amitabha may have been used as the principal object of 
worship.Concurrently with the depicted image of Amitabha with Shitenno and Jiban 
Doji in Zenrin-ji version, the painting of Amitabha should have had a function as a 
principal object that ensured to going to nirvana for those who participated in the 
lecture.
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SUMMARY

Research on Amitabha Seen Across the Mountains: 
From A Collection of Zenrin-ji

 Satoko OSAKI

The painting of Amitabha Seen Across the Mountains, from a collection of Zenrin-
ji, hereinafter referred to as Zenrin-ji version, depicts images of the Amitabha triad, 
Shitenno (Four guardian kings) and Jiban Doji (Great youths holding banners) in 
mountain scenery. Zenrin-ji version is considered to be the oldest of several existing 
similar paintings and has been designated as a national treasure. Though considered 
by many researchers, there is no established theory about the detailed history of the 
work itself, the age of the work, and the circumstances surrounding the work at the 
time of production. Therefore, this paper focuses on the expression used in Zenrin-ji 
version, reconsidering the production period and the expression of the letter of “A” in 
Brahmic script drawn at the top of the screen, and presents a new hypothesis on the 
usage of Zenrin-ji version, based on the situation of Zenrin-ji at the time of production.

In the first chapter, this paper summarizes the basic outline and research history 
of Zenrin-ji version. Nowadays, Genzo Nakano’s theory is definitive regarding the 
ideological background and the creator of Zenrin-ji version. Dr. Nakano presumed 
that Zenrin-ji version is based on the idea of Kakuban (1095-1143), which is a fusion 
of esoteric Shingon Buddhism and the Pure Land faith, and actual production had 
been led by Jouhen (1166-1224): The 12th chief priest of Zenrin-ji. However, some 
researchers have skeptical view on his theory, considering the fact that there is a gap 
between the production age estimated from the characteristics of expression and the 
time Jouhen had been staying at Zenrin-ji.

The second and the third chapters refer to the expression of each image and motif 
in the Zenrin-ji version, describe its features, and estimate the production dates. The 
features of Buddhist painting which have continued since the Heian era is studded in 
Zenrin-ji version; meanwhile, unnatural expressions due to the misunderstandings by 
painters can be seen in various places. Furthermore, considering the formalization of 
the wave expression at the top of the screen and the characteristics of the lotus stand 
held by Kannon, the estimated production date should be in the middle to late 13th 
century.
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